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那
須
烏
山
市
の
水
道

安心で安全な
　おいしい水を
　　お届けします
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○
那
須
烏
山
市
の
水
道
状
況

　

那
須
烏
山
市
で
は
、上
水
道
と
簡
易
水
道

の
２
種
類
が
あ
り
、そ
の
給
水
区
域
は
上
水

道
が
烏
山
地
区（
簡
易
水
道
を
除
く
）と
南
那
須

地
区
、簡
易
水
道
が
向
田
地
区
、境
地
区
、境

東
地
区
、興
野
地
区
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
３
月
末
で
、上
水
道
の
普
及
率

は
97
・
０
％
、簡
易
水
道
が
86
・
４
％
。市
全

体
で
95
・
１
％
と
、那
須
烏
山
市
の
ほ
と
ん

ど
の
人
が
水
道
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

○
那
須
烏
山
市
の
水
道
状
況

　

那
須
烏
山
市
で
は
、標
高
や
規
模
な
ど
の

条
件
に
よ
り
取
水
能
力
や
貯
水
能
力
が
異

な
り
ま
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
取
水
場

と
浄
水
場
、配
水
池
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、一
般
的
な
、「
水
が
家
庭
に
届

く
ま
で
」を
紹
介
し
ま
す
。

　

①
水
源
の
全
て
を
地
下
水
に
頼
っ
て
い

　
　

る
那
須
烏
山
市
は
、深
さ
10
ｍ
程
度
の

　
　

浅
井
戸
か
ら
取
水
ポ
ン
プ
で
一
日
に

　
　

最
大
11
・
251
㎥
の
水
を
く
み
上
げ
て
い

　
　

ま
す
。

　

②
く
み
上
げ
ら
れ
た
水
は
浄
水
場
内
で

　
　

滅
菌
消
毒
さ
れ
ま
す
。（
城
東
浄
水
場
内
で

　
　

 

は
着
水
井
に
入
り
、こ
こ
で
、次
亜
塩
素
酸
ナ
ト

　
　

 

リ
ウ
ム
に
よ
り
滅
菌
消
毒
さ
れ
ま
す
。）

　

③
消
毒
さ
れ
た
水
は
浄
水
場
内
の
浄
水

　
　

池
に
入
り
ま
す
。こ
こ
で
、水
は
送
水

　
　

ポ
ン
プ
に
よ
っ
て
市
内
の
高
台
に
あ

　
　

る
配
水
池
に
送
ら
れ
ま
す
。

　

④
配
水
池
に
貯
め
ら
れ
た
水
は
、自
然
流

　
　

下
に
よ
り
配
水
管
、給
水
管
を
通
り
各

　
　

家
庭
な
ど
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

⑤
那
須
烏
山
市
は
丘
陵
地
帯
な
た
め
、高

　
　

低
差
が
あ
り
ま
す
。自
然
流
下
で
、高

　
　

地
ま
で
届
か
な
い
場
合
は
、途
中
に
水

　
　

圧
を
上
げ
る
た
め
の
増
圧
ポ
ン
プ
を

　
　

設
置
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

＊
上
水
道
の
取
水
場（
井
戸
）は
、市
内
10
箇

所
、浄
水
場
６
箇
所

＊
簡
易
水
道
の
取
水
場（
井
戸
）は
、市
内
４

箇
所
、浄
水
場
４
箇
所

○
市
民
一
人
が
一
日
に
使
う
水
の
量

　

平
成
21
年
度
は
406
リ
ッ
ト
ル
で
し
た
。こ

れ
は
500
ml
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
812
本
分
で
す
。

③浄水池

⑤ポン
プ場

送水管 配水管（自然流下）

導水管

④配水池給水管か
ら蛇口へ

給水管か
ら蛇口へ

給水管か
ら蛇口へ

給水管か
ら蛇口へ

②着水井

井
①

戸

送水
ポンプ

消毒薬
注入

給水管か
ら蛇口へ

給水管か
ら蛇口へ

②

④配水池

浄水場

812本

ち
ゃ
く
す
い
い

城東浄水場
五郎山配水池

境東簡易水道配水場大金台浄水場
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飲料水用ポリ袋の使用例。

○
安
全
で
お
い
し
い
那
須
烏
山
市
の
水

　

皆
さ
ん
が
飲
ん
で
い
る
水
道
水
は
、那
珂
川
水

系
の
流
域
に
あ
る
井
戸
か
ら
汲
み
上
げ
て
い
ま

す
。そ
の
自
然
の
お
い
し
い
水
を
更
に
安
全
に
供

給
す
る
た
め
、上
下
水
道
課
で
厳
し
い
水
質
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
水
道
法
に
基
づ
き
毎
日
、蛇
口
か
ら
出

る
水
道
水
を
検
査
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
法
で
は
、水
質
に
厳
し
い
基
準
が
設
け
ら

れ
て
い
て
、そ
の
内
容
は
に
お
い
や
味
覚
、化
学

物
質
の
含
有
量
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、定
期
的
に
第

三
者
機
関
に
よ
り
検
査
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

＊
検
査
内
容
・
検
査
結
果
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
安
心
な
施
設
管
理
と
非
常
時
対
策

　

年
間
、幾
度
と
な
く
配
水
池
の
水
位
異
常
や
施

設
の
電
気
系
統
異
常
、落
雷
に
よ
る
施
設
の
停
電

等
に
よ
り
警
報
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、24
時
間
体
制
で
施
設
を
管
理
す
る
と

と
も
に
、夜
間
の
非
常
事
態
に
も
職
員
が
現
場
で

対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、水
道
管
の
破
損
や
急
な
断
水
に
備
え
て

給
水
タ
ン
ク（
１
ｔ
）３
基
、飲
料
水
用
ポ
リ
容
器

101
個
、飲
料
水
用
ポ
リ
袋
１
２
０
０
枚
を
備
蓄
し

て
い
ま
す
。

○
水
漏
れ（
漏
水
）に
ご
注
意

　

検
針
票
の
使
用
水
量
が
前
回
に
比
べ
て
大
量

に
増
え
て
い
る
場
合
は
、地
下
や
壁
中
等
の
見
え

な
い
箇
所
で
漏
水
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
ん
な
と
き
、自
宅
で
簡
単
に
漏
水
か
ど
う
か

確
認
で
き
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

①
ま
ず
家
の
中
の
水
道
蛇
口
を
全
部
閉
め
る
。

　

②
次
に
家
の
外
に
あ
る
水
道
の
メ
ー
タ
ー

　
　

ボ
ッ
ク
ス
の
ふ
た
を
開
け
る
。

　

③
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
確
認
す

　
　

る
。

○
水
道
工
事
は
市
の
指
定
工
事
店
で

　
「
市
の
指
定
業
者
に
依
頼
し
な
い
で
漏
水
修
理

を
し
た
た
め
に
減
額
で
き
な
か
っ
た
」こ
ん
な
こ

と
に
な
ら
な
い
た
め
に
、水
道
設
備
の
修
理
及
び

設
備
の
新
設
・
増
設
・
改
造
・
撤
去
等
の
工
事
を
す

る
場
合
は
、必
ず
市
が
指
定
し
た
水
道
業
者
へ
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
市
の
指
定
業
者
一
覧
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
水
道
料
金
に
つ
い
て

　

市
の
水
道
料
金
は
、「
基
本
料
金
」と「
超
過
料

金
」で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。「
基
本
料
金
」は
使

用
量
に
関
係
な
く
水
道
メ
ー
タ
ー
の
口
径
ご
と

に
料
金
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　
「
超
過
料
金
」は
、「
基
本
料
金
」の
水
量
を
超
え

て
使
用
し
た
水
量
に
対
し
て
料
金
を
設
定
し
て

い
ま
す
。こ
の「
超
過
料
金
」で
す
が
、使
用
量
が

多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
単
価
が
高
く
な
る
よ
う

に
設
定
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、「
水
資
源
を
大
切

に
」と
い
う
考
え
に
よ
る
も
の
で
す
。

○
口
座
振
替
に
つ
い
て

　

水
道
料
金
は
、便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。　　

　

足
利
銀
行
、栃
木
銀
行
、烏
山
信
用
金
庫
、那
須

南
農
協
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
取
り
扱
い
し
て
い
ま
す
。

　

振
替
日
は
、偶
数
月
の
27
日
が
基
準
日
で
す
。

振
替
で
き
な
い
と
き
は
、翌
月
の
15
日
に
再
振
替

し
ま
す
。

　

振
替
日
の
２
、３
日
前
に
口
座
の
残
高
を
確
認

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

④
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
る
と
き
は
漏
水

　
　

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。こ
の
場
合
、す
ぐ

　
　

市
指
定
の
水
道
業
者
へ
連
絡
し
て
修
理
し

　
　

て
く
だ
さ
い
。＊
修
理
代
は
自
己
負
担
で
す
。

　

⑤
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
な
い
と
き
は
、他

　
　

の
原
因（
い
た
ず
ら
・
盗
水
等
）が
考
え
ら
れ
ま
す

　
　

の
で
、上
下
水
道
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
漏
水
に
よ
る
水
道
料
金
を
減
額
で
き
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。上
下
水
道
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

パイロット

緊急で行なわれた漏水工事。
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職員の話を聞く生徒たち。

水道庁舎の窓口でもお支払いできます。

○
コ
ン
ビ
ニ
で
お
支
払
い
で
き
ま
す

　

水
道
料
金
の
お
支
払
い
が
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
お
支
払
い
で
き
ま
す
。

 

・
ご
利
用
で
き
る
店
舗
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
利
用
可
能
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
店
舗

　

エ
ー
エ
ム
・
ピ
ー
エ
ム
、エ
ブ
リ
ワ
ン
、Ｍ
Ｍ
Ｋ

設
置
店
、く
ら
し
ハ
ウ
ス
、コ
コ
ス
ト
ア
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ト
ア
、サ
ー
ク
ル
Ｋ
、サ
ン
ク
ス
、ス

パ
ー
北
海
道
、ス
リ
ー
エ
イ
ト
、ス
リ
ー
エ
フ
、生

活
彩
家
、セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
、セ
ー
ブ
オ
ン
、セ
ブ

ン―

イ
レ
ブ
ン
、デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
、ヤ
マ
ザ

キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
、フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、ポ

プ
ラ
、ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、ロ
ー
ソ
ン

　　

小
学
生
が
水
道
施
設
を
見
学

　

９
月
24
日
、七
合
小
学
校
４
年
生
37
人
が
、城

東
に
あ
る
城
東
浄
水
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、浄
水
場
に
来
た
の
が
今
日
が
初

め
て
と
い
う
こ
と
で
し
た
。着
水
井
や
滅
菌
室
な

ど
と
い
っ
た
施
設
を
班
ご
と
に
周
っ
て
見
学
し

ま
し
た
。初
め
て
見
る
施
設
ば
か
り
で
、特
に
自

家
発
電
機
は
全
員
が
興
味
津
々
で
見
学
し
て
い

ま
し
た
。

　

見
学
の
途
中
、ど
の
よ
う
な
こ
と
を
教
え
て
く

れ
た
の
か
聞
い
て
み
る
と「
普
段
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
施
設
を
見
せ
て
も
ら
い
説
明
し
て
く
れ

た
」と
岡
崎
蒼
く
ん
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。ま

た
、高
野
亮
く
ん
は「
今
日
は
と
て
も
楽
し
か
っ

た
」と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、児
童
た
ち
と
一
緒
に
施
設
を
周
っ
た

職
員
の
粕
谷
さ
ん
に
、今
日
の
児
童
た
ち
に
つ
い

て
聞
い
て
み
る
と「
真
剣
に
話
を
聞
い
て
く
れ
て

良
か
っ
た
。子
ど
も
た
ち
に
水
の
大
切
さ
を
分

か
っ
て
欲
し
い
。そ
れ
と
今
日
は
緊
張
し
て
ド
キ

ド
キ
だ
っ
た
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
取
材
：
烏
山
中
２
年　

島
田　

隼
人
）

 

・
お
支
払
い
方
法

　

利
用
可
能
な
コ
ン
ビ
ニ
の
レ
ジ
に
納
入
通
知

書
を
提
示
し
、現
金
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

Ｑ．やかんに白い跡が残るのですが

Ａ．水道水に溶け込んでいるカルシウムなどのミネラル分
　です。安全性にまったく問題ありません。水の味をおい
　しくする成分でもあります。

Ｑ．水が白く濁って見えるのですが

Ａ．水を勢いよく出すと、蛇口内部の圧力が下がり、空気
　を吸い込むため、それが細かな気泡となります。そのた
　め、水が白く濁って見える場合があります。

Ｑ．水道メーターは取り替えるのですか

Ａ．水道メーターは、市が各家庭に貸与しているものです。
　計量法に基づき８年に１回の交換が義務付けられて
　いて、市が無償で交換しています。

Ｑ．水道料金を支払わないと水道が止められるの
　ですか

Ａ．市では、「那須烏山市水道事業給水停止処分取扱
　規程」により未納者に対し、給水停止を実施していま
　す。平成21年度は延べ166件の給水停止を実施（簡
　易水道を含む）しました。水道料金はお客様が使用し
　た水量に対して請求しているものです。納期限内に必
　ず納入しましょう。

Ｑ．引越しをしたいのですが　

Ａ．水道の使用を中止したい場合（転出・転居）や使用を
　開始したい場合（転入・転居）、使用していない水道を
　使用開始する場合や使用中の水道を中止する場合、
　所有者や使用者の名義を変更する場合は届けが必
　要です。上下水道課にある「水道使用異動届」に記
　入のうえ実施日の5日前に申請願います。

よくある質問

　

お
支
払
い
は
、納
入
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
納

入
期
限
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

 

・
コ
ン
ビ
ニ
で
取
り
扱
い
で
き
な
い
も
の

①
納
入
期
限
を
過
ぎ
た
も
の

②
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
収
納
取
扱
開
始
前
に
発
行

　

さ
れ
た
も
の

③
額
面
30
万
円
を
超
え
た
金
額
の
も
の

④
バ
ー
コ
ー
ド
の
印
字
が
な
い
も
の

⑤
汚
れ
な
ど
に
よ
り
バ
ー
コ
ー
ド
の
読
取
が
で

　

き
な
い
も
の

　
　
　
　
　
　

 

上
下
水
道
課
業
務
係
・
工
務
係

　
　
　
　
　
　

 

☎
０
２
８
７―

84―

０
４
１
１
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○
一
般
会
計

　

歳
入
・
歳
出
と
も
に
２
億
718
万
２
千
円
増

額
し
て
126
億
９
２
７
１
万
３
千
円
と
し
ま

し
た
。主
な
事
業
内
容
は
、市
内
４
つ
の「
テ

レ
ビ
共
同
受
信
施
設
組
合
」に
対
す
る
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視
聴
地
域
解
消
の
た
め

の
助
成
事
業
費
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及

び
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
介

護
施
設
開
設
準
備
経
費
助
成
事
業
、非
課
税

世
帯
を
対
象
と
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成
事
業
費
、国
庫
補

助
金
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
費
を
活
用
し

た
公
募
提
案
型
緊
急
雇
用
創
出
事
業
費
、農

道
補
修
や
水
路
の
整
備
促
進
を
図
る
た
め

の
市
単
独
土
地
改
良
事
業
費
、自
然
休
養
村

の
キ
ャ
ン
プ
場
入
り
口
周
辺
の
整
備
事
業

費
、神
長
滝
田
線
の
森
林
整
備
林
道
整
備
事

業
、道
路
維
持
管
理
費
、通
学
児
童
等
の
安

全
確
保
の
た
め
の
歩
道
等
整
備
費
、女
性
消

第 6 回 市 議 会

　

平
成
22
年
第
6
回
那
須
烏
山
市
議
会
定
例
会
が
、9
月
7
日
か
ら
22
日
ま
で
16
日
間
の
日
程
で
開
か

れ
、平
成
22
年
度
補
正
予
算
や
人
事
案
件
、那
須
烏
山
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
11
議
案
が
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、平
成
21
年
度
の
決
算
を
認
定
、報
告
２
件
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。そ
の

ほ
か
陳
情
書
一
件
を
採
択
し
、意
見
書
一
件
の
提
出
を
決
め
ま
し
た
。主
な
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、一
般
質
問
の
内
容
な
ど
、詳
し
く
は
議
会
事
務
局（
☎
０
２
８
７―

88―

７
１
１
４
）ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

７
会
計
の
予
算
を
補
正

平
成
22
年
度
補
正
予
算
内
容

防
隊
の
全
国
操
法
大
会
出
場
へ
向
け
た
訓

練
支
援
費
、幼
稚
園
や
小
中
学
校
及
び
社
会

教
育
施
設
の
修
繕
・
管
理
運
営
費
、「
三
ツ
木

西
和
久
遺
跡
」発
掘
調
査
の
た
め
の
文
化
財

調
査
費
、烏
山
運
動
公
園
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
人
工
芝
張
替
整
備
費
、６
月
に
発
生
し
た

集
中
豪
雨
に
よ
る
市
単
独
災
害
補
助
金
等

で
す
。

○
特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
の
診
療
施
設
勘
定
は
297

万
７
千
円
増
額
し
て
、８
９
８
７
万
７
千
円

と
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、七
合
診
療
所
環
境

整
備
事
業
と
し
て
計
上
し
た
も
の
で
す
。

○
企
業
会
計

　

水
道
事
業
は
、古
い
変
圧
器
の
保
管
処
理

と
老
朽
化
し
た
電
気
設
備
機
器
の
修
繕
、不

要
と
な
っ
た
水
道
施
設
用
地
を
返
還
処
理

し
た
こ
と
に
よ
る
資
産
減
耗
費
の
計
上
に

よ
り
収
益
的
支
出
を
１
１
４
１
万
１
千
円

増
額
し
て
５
億
４
０
５
６
万
５
千
円
と
し
、

ま
た
、愛
宕
台
送
水
ポ
ン
プ
用
地
取
得
調
査

費
と
滝
地
内
配
水
管
布
設
替
工
事
費
の
計

上
に
よ
り
資
本
的
支
出
を
165
万
円
増
額
し

て
４
億
５
４
１
４
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

老
人
保
健
は
、平
成
21
年
度
支
払
基
金
交

付
金
及
び
国
庫
、県
費
負
担
金
の
確
定
に
伴

う
償
還
金
を
117
万
円
増
額
し
て
177
万
円
と

し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
は
、介
護
給
付
費
及
び
地
域
支

援
事
業
費
の
見
込
み
額
の
精
査
に
よ
り
、２

７
５
２
万
円
増
額
し
て
21
億
８
９
６
２
万

円
と
し
ま
し
た
。

　

簡
易
水
道
事
業
は
、週
休
日
の
水
質
検
査

業
務
委
託
及
び
向
田
簡
易
水
道
配
水
池
の

清
掃
業
務
委
託
料
の
計
上
に
よ
り
、311
万
円

増
額
し
て
１
億
361
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
は
、消
費
税
を
精
査
し
た
こ

と
に
よ
り
、39
万
円
を
増
額
し
て
３
億
８
３

３
９
万
円
と
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
決
算
を
認
定
し
、平
成
22
年
度
予
算
を
補
正

那
須
烏
山
市
手
数
料
条
例
等
の
一
部
改
正

　
　
　
　

市
農
業
公
社
の
経
営
状
況
等
を
報
告
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平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
と
８
つ
の
特

別
会
計（
国
民
健
康
保
険
・
熊
田
診
療
所
・
老
人
保

健
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
・
農
業
集
落
排
水

事
業
・
下
水
道
事
業
・
簡
易
水
道
事
業
）、そ
し
て
企

業
会
計（
水
道
事
業
）の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま

し
た
。詳
し
く
は
８
㌻
か
ら
９
㌻
の
決
算
の

記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
度
の
決
算
認
定

　

税
務
課
に
お
い
て
、固
定
資
産
関
係
の
地

図
等
が
従
来
は
簿
冊
で
の
閲
覧
だ
っ
た
も

の
が
、窓
口
の
パ
ソ
コ
ン
画
面
で
閲
覧
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
い
那
須
烏

山
市
手
数
料
条
例
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
12
月
以
来
休
館
と
な
っ
て
い

る「
や
ま
び
こ
の
湯
」の
入
浴
施
設
と
し
て

の
用
途
を
廃
止
し
、普
通
財
産
に
移
管
す
る

こ
と
に
伴
い「
那
須
烏
山
市
や
ま
び
こ
の
湯

設
置
、管
理
及
び
使
用
料
条
例
」を
廃
止
し

ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正
と
廃
止

　
「
烏
山
中
学
校
改
修
工
事（
機
械
設
備
）請
負

契
約
」に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
議
員
の
派
遣（
中
国
青
海
省
）」に
つ
い
て

議
員
か
ら
発
議
が
あ
り
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
議
決
事
項

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、財
団
法

人
那
須
烏
山
市
農
業
公
社
の
平
成
21
年
度

の
決
算
に
係
る
経
営
状
況
説
明
書
の
提
出

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、平
成
21
年
度
決

算
に
基
づ
く
、健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金

不
足
比
率
と
そ
の
算
定
基
礎
事
項
を
記
載

し
た
書
類
に
つ
い
て
、監
査
委
員
の
意
見
を

つ
け
て
報
告
し
ま
し
た
。

報
告
事
項
等

　

三
件
の
陳
情
の
う
ち
、「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め
る
陳
情
書（
栃

木
県
保
険
医
協
会
）」を
採
択
し
、関
係
大
臣
あ

て
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。残
り
二
件
の

陳
情
は
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

陳
情
・
意
見
書

　

５
人
の
教
育
委
員
会
委
員
の
う
ち
、11
月

29
日
で
任
期
満
了
と
な
る
平
野
加
寿
子
委

員
を
、再
度
委
員
に
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

を
求
め
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

人
事　

教
育
委
員
会
員
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給
付
金
事
業
費
に
よ
り
総
務
費
は
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

民
生
費
は
、向
田
保
育
園
移
設
整
備

事
業
終
了
に
よ
る
減
額
が
主
な
原
因

　

一
般
会
計
は
、歳
入
が
133
億
１
３
６

６
万
５
千
円
で
、歳
出
は
127
億
６
３
８

８
万
３
千
円
で
し
た
。

　

平
成
20
年
度
の
決
算
額
と
比
較
す

る
と
、歳
入
は
対
前
年
度
比
18
億
２
７

５
０
万
８
千
円
増（
15
・
９
㌫
増
）。歳
出
は

16
億
８
０
９
０
万
４
千
円
増（
15
・
２
㌫

増
）と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
す
が
、自
主
財
源
は
41
億
５

７
６
６
万
５
千
円
で
歳
入
の
31
・
２
㌫

（
前
年
度
34
・
３
㌫
）、依
存
財
源
は
91
億
５

６
０
０
万
円
で
歳
入
の
68
・
８
㌫（
前
年

度
65
・
７
㌫
）を
占
め
て
い
ま
す
。依
存
財

源
の
中
で
も
地
方
交
付
税
は
前
年
度

よ
り
３
億
２
９
６
９
万
７
千
円
の
増

と
な
り
、43
億
１
８
８
０
万
２
千
円
で

歳
入
の
32
・
４
㌫（
前
年
度
34
・
７
㌫
）を
占

め
て
お
り
、依
然
と
し
て
交
付
税
依
存

型
の
財
政
と
な
っ
て
い
ま
す
。自
主
財

源
の
市
税
は
、対
前
年
度
4.0
㌫
、１
億

２
７
３
６
万
６
千
円
の
減
で
す
が
、こ

21年度

SETTLEMENT OF ACCOUNTS

平
成
　
年
度
の
決
算
状
況 　
　
　
約
　
億
円

合
併
関
連
事
業
を
積
極
的
に
実
施
、

        

福
祉
や
教
育
、緊
急
経
済
対
策
に
重
点
を
置
く

一
般
会
計

歳
出
総
額

　

平
成
21
年
度
那
須
烏
山
市
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の

決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

れ
は
世
界
的
な
経
済
・
金
融
危
機
及
び

長
引
く
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
で
き
ず
、地

域
経
済
の
後
退
し
た
影
響
に
伴
い
市

民
税
が
減
収
し
た
た
め
で
す
。　

　

歳
出
の
主
な
事
業
は
、総
務
費
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
化

や
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
モ
デ
ル
構
築

整
備
事
業
に
よ
る｢

き
ず
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト｣

の
展
開
、継
続
事
業
の
定
住
促

進
対
策
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。ま

た
、財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
、定
額

で
す
。独
居
高
齢
者
等
に
対
す
る
高
齢

者
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
及
び
こ
ん
に
ち

は
赤
ち
ゃ
ん
祝
金
支
給
事
業
を
継
続
し

て
実
施
す
る
と
と
も
に
、こ
ど
も
医
療

費
助
成
等
事
業
や
障
害
者
自
立
支
援
事

業
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
し
た
。

　

衛
生
費
の
主
な
も
の
は
、水
道
事
業

会
計
繰
出
金
、塵
芥
・
し
尿
処
理
費
、病

院
費
な
ど
の
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担

金
、浄
化
槽
設
置
整
備
費
及
び
健
康
診

査
事
業
費
な
ど
で
す
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、競
争
力
強
化
生

産
総
合
対
策
事
業
費
と
農
業
公
社
生
産

体
制
強
化
事
業
費
の
実
施
に
よ
り
増
額

と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、国
営
塩
那
台
地

開
発
建
設
事
業
償
還
金
に
つ
い
て
は
、

平
成
21
年
度
が
最
終
年
度
と
な
り
完
済

し
ま
し
た
。

　

商
工
費
は
、企
業
誘
致
推
進
の
た
め

の
企
業
立
地
奨
励
金
と
中
小
企
業
振
興

資
金
貸
付
金
の
増
額
、プ
レ
ミ
ア
商
品

券
の
発
行
な
ど
、地
元
企
業
・
商
業
の
支

援
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。観
光
事
業

で
は
、山
あ
げ
会
館
や
自
然
休
養
村
・
こ

ぶ
し
の
湯
施
設
の
改
修
整
備
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

土
木
費
は
、合
併
特
例
債
や
道
整
備

交
付
金
を
活
用
し
た
富
士
見
台
工
業
団

地
線
、鴻
野
山
小
倉
線
、野
上
神
長
線
、

都
市
計
画
街
路
公
園
通
り
線
な
ど
13
路

線
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、新
た
に
月

次
南
大
和
久
線
整
備
に
着
手
し
ま
し

た
。辺
地
道
路
整
備
事
業
費
は
引
き
続

一
般
会
計

地方譲与税
1億5,969万7千円

地方交付税
43億1,880万2千円

地方特例交付金 4,427万4千円
利子割交付金 1,066万3千円
ゴルフ場利用税交付金 7,384万4千円
自動車取得税交付金 5,468万3千円
株式等譲渡所得割交付金 192万2千円
交通安全対策特別交付金 367万円
配当割交付金 327万円

地方消費税交付金
2億9,087万5千円

分担金及び負担金 1億527万7千円
財産収入　     　　 5,430万6千円
寄附金　　　 　　　  652万7千円
諸収入　　　 　1億9,774万8千円

使用料及び手数料　7,735万5千円国庫支出金
20億3,204万5千円

県支出金
7億6,505万5千円

市債
13億9,720万円

繰越金　2億225万1千円

繰入金　4億4,407万4千円

市税
30億7,012万7千円

歳　入
133億1,366万
5千円

歳　出
127億6388万
3千円

一般会計 自主財源 依存財源

総務費
21億7,121万円

民生費
28億3,297万
8千円

衛生費
14億4,040万
3千円

農林水産業費
5億8,288万4千円

土木費 14億
  6,020万円労働費　7万5千円

商工費　3億2,418万5千円

教育費
17億250万9千円

消防費
5億9,871万1千円

議会費　1億3,655万9千円
災害復旧費　184万4千円

公債費
15億1,232万5千円

127

21

市のホームページリニューアル。
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き
田
野
倉
曲
畑
線
を
実
施
。ま
た
、道
路

維
持
管
理
整
備
費
や
ふ
れ
あ
い
の
道
づ

く
り
事
業
に
よ
り
危
険
箇
所
対
策
、舗

装
復
旧
、側
溝
整
備
を
実
施
し
、安
心
・

安
全
な
生
活
基
盤
整
備
に
努
め
ま
し

た
。

　

消
防
費
は
、消
防
車
購
入
や
防
火
水

槽
・
消
火
栓
設
置
な
ど
、消
防
施
設
の
整

備
を
図
り
、市
民
の
安
心
・
安
全
対
策
に

努
め
ま
し
た
。

　

教
育
費
は
、烏
山
中
学
校
体
育
館
耐

震
化
対
策
事
業
及
び
継
続
事
業
の
烏
山

小
学
校
体
育
館
及
び
南
那
須
図
書
館
に

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
や
小

学
校
低
学
年
支
援
の
た
め
非
常
勤
講
師

を
配
置
す
る
な
ど
、教
育
環
境
の
整
備

を
重
点
的
に
推
進
し
ま
し
た
。文
化
面

で
は
、新
規
事
業
と
し
て
烏
山
城
跡
確

認
調
査
事
業
及
び
長
者
ケ
平
官
衙
遺
跡

保
存
計
画
書
を
策
定
し
ま
し
た
。体
育

　

公
営
企
業
会
計
の
水
道
事
業
は
、収

益
的
収
入
が
５
億
４
９
７
４
万
７
千
　

財
政
健
全
化
法
に
よ
る
健
全
化
判
断

比
率
四
指
標（
実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字

比
率
・
実
質
公
債
費
比
率
・
将
来
負
担
比
率
）と
資

金
不
足
比
率
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。（ 

）内
は
那
須
烏
山
市
に
お
け
る
早

期
健
全
化
基
準
。ど
れ
か
ひ
と
つ
で
も
こ

の
基
準
を
超
え
た
場
合
は
健
全
化
計
画

の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

■
実
質
赤
字
比
率　
　

 

な
し（
13
・
71
％
）

■
連
結
実
質
赤
字
比
率 

な
し（
18
・
71
％
）

■
実
質
公
債
費
比
率 

12
・
９
％（
25
・
０
％
）

■
将
来
負
担
比
率 

72
・
４
％（
350
・
０
％
）

■
資
金
不
足
比
率　
（
資
金
不
足
の
あ
る
公

　
　
　
　
　
　
　
　

営
企
業
な
し
）

　

国
民
健
康
保
険
の
事
業
勘
定
は
、歳

入
34
億
６
５
０
９
万
７
千
円
で
、歳
出

32
億
４
３
３
７
万
６
千
円
。同
会
計
の

診
療
施
設
勘
定
は
、歳
入
１
億
73
万
円
、

歳
出
が
８
８
３
９
万
７
千
円
で
し
た
。

診
療
所
の
診
療
収
入
、受
診
者
数
は
、七

合
診
療
所
に
お
け
る
受
診
者
数
の
増
加

に
よ
り
全
体
で
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※

事
業
勘
定
は
、国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
係

る
会
計
で
、診
療
施
設
勘
定
は
境
診
療
所
・
七
合
診

療
所
の
運
営
に
係
る
会
計
で
す
。

　

熊
田
診
療
所
は
、歳
入
が
５
５
０
５

万
８
千
円
、歳
出
は
４
９
５
４
万
５
千

円
で
し
た
。運
営
は
独
立
採
算
を
堅
持

し
て
お
り
、診
療
収
入
、受
診
者
数
は
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

老
人
保
健
は
、老
人
保
険
制
度
が
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し
た
た

め
、歳
入
３
３
９
９
万
円
、歳
出
２
５
３

７
万
８
千
円
と
な
り
、歳
入
歳
出
と
も

前
年
度
比
で
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
は
、歳
入
２
億
６

４
５
７
万
２
千
円
で
、歳
出
２
億
５
９

２
６
万
４
千
円
で
す
。

　

介
護
保
険
は
、歳
入
が
21
億
１
１
２

万
４
千
円
、歳
出
は
20
億
５
１
８
５
万

８
千
円
で
し
た
。年
度
末
現
在
の
要
介

護
及
び
要
支
援
認
定
者
は
１
２
８
７
名

で
前
年
度
同
期
比
2.0
㌫
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。そ
の
う
ち
１
０
７
７
名
、

83
・
７
㌫
の
方
が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
お
り
、在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が

73
㌫
、施
設
利
用
者
は
27
㌫
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

興
野
地
区
の
雑
排
水
を
処
理
す
る
農

業
集
落
排
水
事
業
は
、歳
入
７
０
０
１

万
３
千
円
で
、歳
出
６
４
８
１
万
５
千

円
で
し
た
。年
度
末
の
水
洗
化
率
は
82
・

特
別
会
計

企
業
会
計

健
全
化
判
断
比
率
等
の
公
表

特別会計・企業会計
■国民健康保険（事業勘定）
歳入 34億6,509万7千円
歳出 32億4,337万6千円

■国民健康保険（診療施設勘定）
歳入 1億　　　 73万円
歳出 8,839万7千円

■熊田診療所
歳入 5,505万8千円
歳出 4,954万5千円

■老人保健
歳入 3,399万円
歳出 2,537万8千円

■後期高齢者医療
歳入 2億6,457万2千円
歳出 2億5,926万4千円

■介護保険
歳入 21億　112万4千円
歳出 20億5,185万8千円

■農業集落排水事業
歳入 7,001万3千円
歳出 6,481万5千円

■下水道事業
歳入 4億3,313万8千円
歳出 4億1,267万2千円

■簡易水道事業
歳入 2億4,637万7千円
歳出 2億4,132万4千円

■水道事業（公営企業会計）
収益的収入5億4,974万7千円
収益的支出5億　  2,603万円
資本的収入2億5,467万2千円
資本的支出4億9,482万4千円

施
設
で
は
、緑
地
運
動
公
園
の
フ
ェ
ン

ス
や
塗
装
修
繕
を
実
施
し
ま
し
た
。

75
㌫
で
す
。

　

南
那
須
地
区
と
烏
山
地
区
の
中
心
部

で
供
用
さ
れ
て
い
る
下
水
道
事
業
は
、

歳
入
４
億
３
３
１
３
万
８
千
円
で
、歳

出
４
億
１
２
６
７
万
２
千
円
と
な
り
ま

し
た
。整
備
率
は
46
・
３
㌫
で
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
は
、歳
入
が
２
億
４

６
３
７
万
７
千
円
、歳
出
は
２
億
４
１

３
２
万
４
千
円
で
し
た
。昨
年
に
引
き

続
き
、過
去
に
発
行
し
た
公
的
資
金
保

証
金
免
除
繰
上
償
還
を
実
施
し
、低
利

率
の
民
間
資
金
債
に
借
り
換
え
を
行

い
、公
債
費
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。

円
、同
支
出
は
５
億
２
６
０
３
万
円
。資

本
的
収
入
は
、２
億
５
４
６
７
万
２
千

円
で
、同
支
出
は
４
億
９
４
８
２
万
４

千
円
で
し
た
。富
士
見
台
地
内
配
水
管

布
設
工
事
、野
上
地
内
配
水
管
布
設
替

工
事
、さ
ら
に
、老
朽
化
し
た
南
ポ
ン
プ

場
送
水
ポ
ン
プ
及
び
こ
ぶ
し
台
団
地
増

圧
ポ
ン
プ
の
取
替
工
事
を
実
施
し
ま
し

た
。ま
た
公
債
費
負
担
軽
減
の
た
め
高

金
利
企
業
債
の
借
換
え
を
行
い
ま
し
た
。

※

収
益
的
収
支
は
、サ
ー
ビ
ス
提
供
の
対
価
と
し
て
の

料
金
収
入
や
人
件
費
、物
件
費
、固
定
資
産
の
減
価
償

却
費
な
ど
。資
本
的
収
支
は
、効
果
が
次
年
度
以
降
に

及
ぶ
も
の
で
、施
設
整
備
費
や
企
業
債
の
元
金
償
還

金
、企
業
債
収
入
な
ど
で
す
。

　

公
債
費
は
、元
利
償
還
金
15
億
１
２

３
２
万
５
千
円
と
な
っ
て
お
り
、こ
の

う
ち
１
億
３
８
２
８
万
７
千
円
は
公
的

資
金
保
証
金
免
除
繰
上
償
還
を
実
施
し

た
も
の
で
す
。こ
の
制
度
は
、平
成
19
年

度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
の
３
年
間
の

臨
時
特
例
措
置
で
あ
り
、平
成
４
年
５

月
ま
で
に
借
り
入
れ
た
金
利
５
㌫
以
上

の
財
政
融
資
資
金
貸
付
金
を
償
還
し
、

低
利
率
の
民
間
借
換
債
に
よ
る
金
利
負

担
の
軽
減
に
努
め
ま
し
た
。

烏山中学校体育館耐震化対策事業。
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猛
暑
の
中
で
行
わ
れ
た
烏
中

体
育
祭
。生
徒
た
ち
は
、中
学
生

ら
し
い
激
し
く
熱
い
戦
い
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　

終
盤
戦
の「
な
で
し
こ
戦
争

（
女
子
全
員
）」や『
高
峰「
騎
馬
戦
」

〜
２
０
１
０
〜（
男
子
全
員
）』で

は
、チ
ー
ム
の
勝
敗
を
左
右
す

る
決
戦
に
、一
致
団
結
し
て
戦

に
臨
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

烏山中

各校で

秋秋の大運動会大運動会秋の大運動会大運動会秋の大運動会
荒川小

　

９
月
25
日
の
雨
天
に
よ
り
順
延

と
な
っ
た
境
保
育
園
の
運
動
会
が

26
日
、盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
園
は
、今
年
度
閉
園
と
な
る

こ
と
か
ら
最
後
の
運
動
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

種
目
は
13
種
目
、６
人
の
園
児

は
、「
勇
気
100
％
」の
ダ
ン
ス
、「
く

ぐ
っ
て
・
も
ぐ
っ
て
・
仲
間
を
救

え
」な
ど
の
競
技
を
元
気
一
杯
に

行
い
ま
し
た
。

　

運
動
会
を
見
に
来
て
い
た
地
域

の
方
は
、「
寂
し
く
な
り
ま
す
。今

日
は
、子
ど
も
た
ち
か
ら
元
気
を

も
ら
い
ま
し
た
」と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

途
中
、５
分
間
の
給
水
タ
イ

ム
が
必
要
な
ほ
ど
の
暑
さ
中
で

行
わ
れ
た
荒
川
小
運
動
会
。幼

い
１
年
生
の
が
ん
ば
る
姿
や
、

６
年
生
の
パ
ワ
フ
ル
な
姿
に
、

保
護
者
が
大
き
な
声
援
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。最
終
種
目
の「
紅

白
対
抗
リ
レ
ー
」で
は
会
場
が

一
体
と
な
り
、正
に
熱
い（
暑
い
）

戦
い
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

烏中旋風～Revolution of Legend

二度とない、この一瞬をかけぬけろ！

最後の運動会  境保育園
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江川小

烏山小

　

暑
さ
も
吹
き
飛
ば
す
程
の
盛

り
上
が
り
を
見
せ
た
江
川
小
運

動
会
。ボ
ン
ボ
ン
を
使
っ
た

キ
ュ
ー
ト
な
ダ
ン
ス
や
闘
志
溢

れ
る「
輝
葉
台
の
戦
い
」。最
後

の「
紅
白
リ
レ
ー
」で
は
、身
を

乗
り
出
し
て
応
援
す
る
児
童
や

保
護
者
か
ら
絶
叫
と
も
言
え
る

よ
う
な
応
援
が
あ
り
、会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
烏
山
小
運

動
会
。児
童
た
ち
は
、赤
・
青
・
白

組
に
分
か
れ
て
優
勝
を
目
指
し

ま
し
た
。１
、２
年
生
の
可
愛
い

ダ
ン
ス
や
３
、４
年
生
の
息
の

あ
っ
た
競
技
。名
物
と
な
っ
た

５
、６
年
生
に
よ
る「
烏
小
ソ
ー

ラ
ン
」が
披
露
さ
れ
る
と
、会
場

か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

あきらめないで仲間を信じ笑顔で優勝つかみとれ

めざせ優勝！みんなの力は∞！むげんだい
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﹇
小
学
校
﹈

○
国
語
Ａ

・
漢
字
の
読
み
書
き（
書
き
は
や
や
低
い
）や
複
合
語
の

構
成
や
語
形
の
変
化
を
と
ら
え
る
設
問
の
正
答

率
は
高
か
っ
た
の
で
す
が
、
物
語
の
登
場
人
物

の
心
情
や
相
互
関
係
を
と
ら
え
た
り
メ
モ
を
基

に
適
切
な
内
容
を
書
い
た
り
す
る
設
問
で
は
課

題
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
平
均
正
答
率
は
県

（
82.9
％
）や
全
国（
83.3
％
）と
比
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
マ

イ
ナ
ス
1.7
ポ
イ
ン
ト
、
マ
イ
ナ
ス
2.1
ポ
イ
ン
ト

差
で
し
た
。　

○
国
語
Ｂ

・
学
級
新
聞
の
批
評（
短
文
）の
相
違
点
を
読
み
取

る
設
問
の
正
答
率
は
国
や
県
と
同
程
度
で
し
た

が
、問
題
文
を
読
ん
で
思
っ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と

を
理
由
を
明
確
に
し
て
ま
と
め
て
書
く
こ
と
や
問

題
文
中
の
表
現
の
効
果
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
全
国
的
に
正
答
率
が
低
く
、本
市
は

さ
ら
に
低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。平
均
正
答
率

は
県（
77.2
％
）や
国（
77.8
％
）と
比
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
マ

イ
ナ
ス
7.6
ポ
イ
ン
ト
、マ
イ
ナ
ス
8.2
ポ
イ
ン
ト
差
で

し
た
。

○
算
数
Ａ

・
整
数
や
小
数
の
四
則
計
算
は
正
答
率
が
高
く
、ま
た
、

足
し
算
と
か
け
算
の
混
合
算
や
量
を
等
分
し
て

分
数
で
表
す
設
問
は
全
国
値
よ
り
も
正
答
率
が

５
ポ
イ
ン
ト
以
上
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

円
の
面
積
を
求
め
る
公
式
を
導
き
出
す
も
と
に

な
る
等
積
変
形
の
考
え
方
や
台
形
の
面
積
の
求

め
方
を
み
る
設
問
で
は
正
答
率
は
半
分
程
度
で

し
た
。平
均
正
答
率
は
県（
74.8
％
）や
国（
74.2
％
）と

比
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
マ
イ
ナ
ス
4.1
ポ
イ
ン
ト
、マ
イ
ナ

ス
3.5
ポ
イ
ン
ト
差
で
し
た
。

○
算
数
Ｂ

・
平
均
正
答
率
は
国
が
49.3
％（
県
：
49.0
％
）の
た
め
ほ

と
ん
ど
の
設
問
の
正
答
率
が
低
く
な
って
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
平
面
図
と
立
体
図
を
対
応
さ
せ
て

適
切
な
形
を
選
ん
だ
り
グ
ラ
フ
や
表
か
ら
必
要
な

情
報
を
読
み
取
っ
た
り
す
る
設
問
は
正
答
率
が

50
％
を
上
回
っ
て
い
ま
し
た
が
、バ
ス
の
三
角
形
の

ド
ア
の
動
き
か
ら
図
形
の
定
義
や
性
質
を
根
拠

に
筋
道
立
て
て
考
え
る
設
問
は
全
国
的
に
１
桁

台
の
正
答
率
で
し
た
。平
均
正
答
率
は
県
や
国
と

比
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
マ
イ
ナ
ス
3.3
ポ
イ
ン
ト
、マ
イ
ナ

ス
3.6
ポ
イ
ン
ト
差
で
し
た
。

※

１
：
今
年
度
は
抽
出
調
査
の
た
め
平
均
正
答
率

は
95
％
の
信
頼
区
間
と
し
て
幅
を
も
っ
て
示
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、こ
こ
で
は
中
間
値
を
採
用
し
て
い

ま
す
。

（
例　

小
学
国
語
Ａ　

全
国
平
均
正
答
率
の
95
％
の

信
頼
区
間　

83.2
〜
83.5
％
）　　
　
　
　
　

本
市
の
平
均
正
答
率
は
、抽
出
校（
国
で
集
計
）と
希
望

利
用
校（
市
独
自
に
業
者
委
託
集
計
）の
結
果
を
市
教
委
で

合
算
処
理
し
た
も
の
で
す
。　　

※

２
：
公
立
校
の
平
均
正
答
率　
　

Ａ
問
題
：
主
と
し
て
知
識
を
問
う
問
題　
　
　

Ｂ
問
題
：
主
と
し
て
知
識
を
活
用
す
る
力
を
問
う

問
題

　

全
国
学
力
調
査
は
、今
年
度
か
ら
今
ま
で
の
全
員
参
加
か
ら
全
体
の
約
３
割
の
抽
出
校
で
実

施
す
る
方
式
に
切
り
替
わ
り
ま
し
た
。本
市
に
お
い
て
は
、抽
出
校
以
外
の
学
校
も
希
望
利
用
校

と
し
て
同
じ
調
査
問
題
を
使
い
、調
査
に
参
加
し
ま
し
た
。教
科
毎
の
設
問
別
の
正
答
率
の
傾
向

は
小
中
学
生
と
も
国
や
県
と
同
様
の
傾
向
で
し
た
が
、設
問
に
よ
っ
て
は
上
回
っ
て
い
る
も
の

や
下
回
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。　　
　
　

　

な
お
、本
調
査
は
、児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況
を
把
握
し
、児
童
生
徒
へ
の
指
導
や
学
習

状
況
の
改
善
等
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、本
調
査
に
よ
り
把
握
で
き
る

学
力
や
学
習
状
況
は
一
部
分
で
あ
り
、す
べ
て
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

落
ち
着
い
た
学
校
・
家
庭
生
活 

中
３
は
Ｈ
19
調
査
と
比
べ
伸
び
も

【
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
】

﹇
中
学
校
﹈

○
国
語
Ａ

・
漢
字
の
読
み
や
漢
字
の
成
り
立
ち
、単
語
の
類

別
や
働
き
に
つい
は
相
当
数
の
生
徒
が
で
き
て
い

ま
し
た
。一
方
、生
徒
会
役
員
選
挙
の
演
説
文
の

工
夫
を
と
ら
え
る
こ
と
や
案
内
文
を
相
手
に
応

じ
て
ふ
さ
わ
し
い
表
現
で
書
く
こ
と
は
平
成
19

年
度
調
査（
小
学
校
）で
も
同
様
の
出
題
が
あ
り

ま
し
た
が
、正
答
率
が
50
％
台
で
依
然
と
し
て

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。平
均
正
答
率
は
県

（
74.8
％
）や
国（
75.1
％
）と
比
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
マ
イ

ナ
ス
0.4
ポ
イ
ン
ト
、マ
イ
ナ
ス
0.7
ポ
イ
ン
ト
差
で
し

た
。

学
習
面

※

１

※

２

※

２
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○
国
語
Ｂ

 

・
文
章
か
ら
必
要
な
情
報
を
集
め
資
料
の
表
現

の
工
夫
に
合
せ
て
書
く
こ
と
は
、平
成
19
年

度
調
査（
小
学
校
）で
は
か
な
り
低
い
正
答
率
で

し
た
が
、今
回
は
80
％
以
上
の
正
答
率
と
な

り
改
善
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。ま
た
、記
述
式

の
設
問
は
正
答
率
が
50
％
前
後
と
低
く
な
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、新
聞
記
事
に
書
か
れ

て
い
る
内
容
を
基
に
自
分
の
考
え
を
書
く
設

問
で
は
全
国
値
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま

す
。平
均
正
答
率
は
県（
65.8
％
）や
国（
65.3
％
）

と
比
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
マ
イ
ナ
ス
1.4
ポ
イ
ン

ト
、マ
イ
ナ
ス
0.9
ポ
イ
ン
ト
差
で
し
た
。　　

○
数
学
Ａ　
　
　

・「
数
と
式
」の
設
問
で
は
正
答
率
が
概
ね
高
か

っ
た
で
す
が
、全
国
値
と
比
べ
る
と
や
や
下
回
る

傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。比
例
や
反
比
例
、一
次
関

数
等
の
設
問
で
は
正
答
率
が
国
や
県
も
50
％
を

下
回
る
も
の
が
多
か
っ
た
で
す
。平
成
19
年
度

調
査（
小
学
校
）の
円
の
面
積
の
求
め
方
で
は
混
同

が
み
ら
れ
ま
し
た
が
今
回
の
円
柱
の
体
積
の
求

め
方
で
も
、同
様
の
混
同
が
み
ら
れ
正
答
率
も

低
い
な
ど
課
題
が
残
り
ま
し
た
。平
均
正
答
率

は
県（
63.8
％
）や
国（
64.6
％
）と
比
べ
て
そ
れ
ぞ
れ

マ
イ
ナ
ス
4.4
ポ
イ
ン
ト
、マ
イ
ナ
ス
5.2
ポ
イ
ン
ト
差

で
し
た
。　　
　

○
数
学
Ｂ　
　
　

・
小
学
校
算
数
Ｂ
同
様
、今
回
の
平
均
正
答
率
は

国
が
43.3
％（
県
：
42.8
％
）で
あ
り
設
問
の
難
易
度

が
高
か
っ
た
よ
う
で
す
。問
題
の
解
決
に
は
、問

題
文
の
意
味
を
読
み
取
り
、そ
れ
を
数
学
的
解

釈
し
た
り
数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
的
確
に
説

明
し
た
り
す
る
力
が
必
要
と
さ
れ
、国
や
県
と

同
様
に
多
く
の
設
問
で
は
正
答
率
が
低
く
、反

対
に
無
回
答
率
が
高
く
な
って
い
ま
す
。平
均
正

答
率
は
県
や
国
と
比
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
マ
イ
ナ
ス

4.6
ポ
イ
ン
ト
、マ
イ
ナ
ス
5.1
ポ
イ
ン
ト
差
で
し
た
。

　
　

・
国
と
本
市
の
平
均
正
答
率
の
差
で
み
て
み
る
と

次
の
よ
う
な
変
化
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

国
語
Ａ
：
プ
ラ
ス
0.2（
Ｈ
19
小
学
校
国
語
Ａ
の
国
と
の
平

均
正
答
率
の
差
が
マ
イ
ナ
ス
0.9
、Ｈ
22
中
学
校
国
語
Ａ
が
同
様

に
マ
イ
ナ
ス
0.7
。マ
イ
ナ
ス
0.7
マ
イ
ナ
ス（
マ
イ
ナ
ス
0.9
）＝
プ
ラ
ス

0.2
と
い
う
意
味
）

国
語
Ｂ
：
プ
ラ
ス
5.1
、数
学
Ａ
：
マ
イ
ナ
ス
0.7
、

数
学
Ｂ
：
プ
ラ
ス
2.1
で
し
た
。特
に
知
識
の
活
用

面
で
は
成
果
が
表
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
こ
こ
で
は「
し
て
い
る
」ま
た
は「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
し
て
い

る
」を
肯
定
的
な
回
答
と
し
て
い
ま
す
。）　　
　

○
規
則
正
し
い
生
活　
　
　

・
毎
日
決
ま
っ
た
時
刻
に
起
き
る
と
回
答
し
た

割
合
は
小
６
で
約
95
％
、中
３
で
約
92
％
、決

ま
っ
た
時
刻
に
寝
る
と
回
答
し
た
割
合
は
小
６

で
約
83
％
、中
３
で
約
73
％
で
、全
国
値
よ
り
の

高
く
な
っ
て
い
ま
す｡

ま
た
、７
時
間
以
上
睡
眠

時
間
を
取
っ
て
い
る
割
合
は
小
６
で
約
92
％
、中

３
で
約
67
％
で
し
た
。　　
　

○
Ｔ
Ｖ
や
携
帯
電
話
、Ｔ
Ｖ
ゲ
ー
ム
等
の

　

利
用
状
況　
　

・
平
日
３
時
間
以
上
Ｔ
Ｖ
を
み
る
と
回
答
し
た

割
合
は
小
６
で
約
52
％
、中
３
で
約
44
％
で
、全

国
値
よ
り
も
約
８
ポ
イ
ン
ト
高
く
、２
時
間
以

上
Ｔ
Ｖ
ゲ
ー
ム
を
す
る
割
合
は
小
６
は
約
29
％
、

中
３
で
約
25
％
で
、全
国
値
よ
り
小
６
で
約
６
ポ

イ
ン
ト
、中
３
で
約
４
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
て
お

り
、依
然
と
し
て
課
題
と
な
って
い
ま
す
。

・
携
帯
電
話
で
は
小
６
で
約
80
％
、中
３
で
約
47
％

が「
持
って
な
い
」と
回
答
し
、｢

通
話
や
メ
ー
ル
を

し
て
い
る｣

割
合
は
小
６
で
約
15
％
、中
３
で
約

46
％
で
、全
国
値
と
比
べ
、小
６
で
約
９
ポ
イ
ン

ト
、中
３
で
約
７
ポ
イ
ン
ト
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、携
帯
電
話
は
年
々
所
持
率
も
利
用
率
も

全
国
的
に
低
下
し
て
い
ま
す
。　

　
　
　

○
家
庭
学
習
の
状
況　
　

・
平
日
の
家
庭
学
習
時
間
は
「
１
時
間
以
上
２

時
間
未
満
」が
小
６・中
３
と
も
一番
多
く
、そ
れ

ぞ
れ
約
42
％
、約
31
％
で
全
国
値
と
比
べ
小
６
で

は
約
10
ポ
イ
ン
ト
高
く
、中
３
で
は
同
程
度
。２

時
間
以
上
の
割
合
は
小
６
で
約
23
％（
年
々
増
加
）、

中
３
で
約
33
％
で
、全
国
値
と
比
べ
同
程
度
と

な
って
い
ま
す
。

・
平
日
の
家
で
計
画
的
に
学
習
し
て
い
る
か
の

設
問
で
は
、小
６
の
約
64
％
、中
３
の
約
40
％
が

や
っ
て
い
る
と
回
答
。全
国
値
と
比
べ
小
６
で
約

６
ポ
イ
ン
ト
高
く
、中
３
で
は
同
程
度
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、以
前
に
比
べ
小
中
と
も
割
合
が
増

加
す
る
な
ど
よ
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。　

○
学
校
生
活　
　
　

・
学
校
で
友
だ
ち
に
会
う
の
が
楽
し
い
か
と
の
設

問
に
は
小
６
で
約
96
％
、中
３
で
約
93
％
が
、学

校
で
好
き
な
授
業
が
あ
る
か
に
つい
て
は
小
６
で

約
93
％
、中
３
で
約
80
％
が
肯
定
的
な
回
答
を

し
て
い
ま
す
。ま
た
、ノ
ー
ト
を
て
い
ね
い
に
書
い

て
い
る
割
合
は
小
６
で
約
79
％
、中
３
で
約
86
％

で
し
た
。児
童
生
徒
は
授
業
中
落
ち
着
い
て
い

る
か
と
の
学
校
側
へ
の
設
問
で
は
、市
内
す
べ
て

の
学
校
が
肯
定
的
な
回
答
を
し
て
い
ま
す
。特

に
中
学
校
で
は
礼
儀
正
し
い
か
と
の
設
問
と
と

も
に「
そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
」と
い
う
割
合
が

全
国
値
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。概
ね
安

定
し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。　　
　

・
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
の
頻
度
に
対
す
る
設

問
で
は
全
国
値
が
10
％
台
で
す
が
、本
市
で
は

小
中
あ
わ
せ
て
約
67
％
が
毎
週
の
よ
う
に
更
新

し
て
い
る
と
の
回
答
で
し
た
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

日
常
の
生
活
や
学
校
行
事
の
様
子
、予
定
表
な

ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。　　

生
活
面



14

新
人
戦
ま
で
も
う
少
し

　

９
月
７
日
、七
合
中
学
校
で
私
自
身
も
所

属
し
て
い
る
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
２
年
生
が
６
人
、１

年
生
が
11
人
の
計
17
人
で
活
動
し
て
い
ま

す
。で
す
が
、こ
の
日
は
２
年
生
が
校
外
学
習

の
た
め
不
在
で
１
年
生
だ
け
で
の
活
動
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

部
員
皆
、声
を
か
け
合
い
な
が
ら
活
動
し

て
い
ま
し
た
。こ
の
部
の
良
い
と
こ
ろ
を
聞

く
と「
皆
で
は
げ
ま
し
合
い
が
で
き
る
」や

「
皆
で
楽
し
く
で
き
る
」な
ど
和
気
あ
い
あ
い

と
し
て
い
ま
し
た
。

　

来
月
に
新
人
大
会
を
ひ
か
え
て
い
ま
す
。ペ

ア
も
決
ま
り
、新
人
大
会
へ
の
意
気
込
み
を
部

員
達
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
１
勝
で
も
勝

ち
た
い
」と
い
う
部
員
も
い
れ
ば「
賞
状
を
も

も
ら
い
た
い
」と
い
う
部
員
も
い
ま
し
た
。目

標
は
一
人
ひ
と
り
ち
が
う
け
れ
ど
も
勝
ち
た

い
と
い
う
気
持
ち
は
皆
同
じ
で
し
た
。

（
七
合
中
２
年　

興
野　
　

光
）

親
子
仲
良
し
人
形
づ
く
り
！

那
須
烏
山
市
こ
ど
も
館
!!

　

９
月
９
日
、那
須
烏
山
市
こ
ど
も
館
で
ゼ

リ
ー
や
ア
イ
ス
の
空
き
カ
ッ
プ
を
使
っ
た
人

形
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。４
歳
以
下
の

子
ど
も
達
と
そ
の
お
母
さ
ん
達
、約
10
組
27

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

小
さ
な
子
ど
も
達
が
楽
し
く
遊
べ
る
ほ

か
、お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
深
め
る
目
的

と
し
て
行
い
、い
ろ
い
ろ
な
物
を
使
っ
て
遊

ん
だ
り
、お
も
ち
ゃ
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。今
回
は
、空
き
カ
ッ
プ
に
ひ
も
を
通
し

て
、ふ
た
や
底
に
目
や
口
を
は
っ
た
人
形
を

作
り
ま
し
た
。子
ど
も
達
は
興
味
津
々
で
熱

心
に
お
母
さ
ん
達
と
一
緒
に
人
形
を
作
っ
て

い
ま
し
た
。

　

人
形
が
で
き
た
ら
大
き
な
輪
に
な
り
、お

母
さ
ん
達
が
自
己
紹
介
。名
前
や
住
所
、お
子

さ
ん
の
様
子
を
話
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

「
ぞ
う
さ
ん
」な
ど
の
曲
に
合
わ
せ
て
作
っ
た

人
形
を
ふ
っ
た
り
、か
ぶ
っ
た
り
と
保
育
士

さ
ん
の
マ
ネ
を
し
な
が
ら
遊
び
ま
し
た
。あ

き
て
し
ま
っ
た
子
ど
も
も
い
て
、そ
ん
な
子

に
は
保
育
士
さ
ん
が
本
を
読
み
聞
か
せ
て
あ

げ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
さ
れ
た
中
山
綾
子
さ
ん
健
君
親

子
に
こ
う
い
っ
た
環
境
で
お
子
さ
ん
と
遊
ぶ

の
は
ど
う
か
と
い
う
質
問
に
、「
家
だ
と
い
つ

も
２
人
き
り
な
の
で
外
に
こ
う
い
う
場
所
が

あ
る
と
子
ど
も
刺
激
に
も
な
る
の
で
い
い
で

す
ね
。」と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

（
七
合
中
２
年　

佐
藤　

圭
）

笑顔が一番な一年生。

熱心に取材をする興野さん。

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
い
人
形
づ
く
り
。

し
っ
か
り
質
問
す
る
佐
藤
さ
ん
。

勝
ち
た光

）

人
形

さ
ん
の

き
て
し

にに
は
保

げげ
て
い

今
回

子子
に
こ

のの
は
ど

もも
２
人

ああ
る
と

すす
ね
。」

　

七
合
中
学
校
２
年
生
の
佐
藤
圭
さ
ん
と
興
野

光
さ
ん
の
２
人
が
９
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の

３
日
間
、烏
山
中
学
校
２
年
生
の
阿
久
津
卓
哉
さ

ん
と
島
田
隼
人
さ
ん
が
９
月
21
日
、22
日
と
24
日

の
３
日
間
、そ
れ
ぞ
れ
校
外
学
習
授
業
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
る
職
場
体
験
の
た
め
に
、市
役
所
総

合
政
策
課
広
報
統
計
係
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。

ひ
か
る
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保
育
園
児
、み
ん
な
で
Ａ
Ｂ
Ｃ

　

９
月
22
日
、す
く
す
く
保
育
園
で
英
会
話

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
は
最
初
、外
国
人
の
先
生
と
一
緒
に

園
児
た
ち
が
元
気
よ
く
英
語
の
歌
を
歌
い
ま

し
た
。

　

次
に
外
国
人
の
先
生
が
歌
を
歌
い
、園
児

た
ち
が
先
生
の
歌
に
合
わ
せ
な
が
ら
ダ
ン
ス

を
し
ま
し
た
。歌
の
内
容
は
英
語
で
体
の
各

部
分
を
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
る
歌
で
し
た
。園

児
た
ち
は
先
生
が
早
さ
を
変
え
て
歌
う
の

で
、戸
惑
い
な
が
ら
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、Mr.DA
RUM

A

（
だ
る
ま
さ
ん
が

転
ん
だ
）で
遊
び
ま
し
た
。最
初
は
ル
ー
ル
に

戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、２
回
、３
回
と
や
る

う
ち
に
ル
ー
ル
も
分
か
り
、最
後
の
頃
に
は

捕
ま
っ
て
し
ま
っ
た
友
達
を
助
け
る
た
め
に

頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

（
烏
山
中
２
年　

島
田　

隼
人
）

烏
山
幼
稚
園
で
職
場
体
験

　

９
月
21
日
、烏
山
幼
稚
園
で
烏
山
中
学
校

の
女
子
生
徒
２
人
が
職
場
体
験
で
幼
稚
園
の

先
生
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

烏
山
中
２
年
生
の
生
徒
全
員
が
９
月
21

日
、22
日
、24
日
の
３
日
間
、希
望
の
場
所
に

職
場
を
体
験
に
行
き
ま
し
た
。

　

烏
山
幼
稚
園
に
来
て
い
る
女
子
生
徒
は
、

子
ど
も
た
ち
に
と
て
も
人
気
で
、帰
り
の
会

の
時
に
子
ど
も
た
ち
が
２
人
に
質
問
す
る
と

い
う
時
間
が
あ
り
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
か

ら
い
っ
せ
い
に
出
さ
れ
る
質
問
に
、焦
り
な

が
ら
も
と
て
も
楽
し
そ
う
に
答
え
て
い
ま
し

た
。

　

帰
り
の
会
の
後
、２
人
に
聞
い
て
み
る
と

皆
川
結
澄
さ
ん
は「
幼
稚
園
児
は
、す
ご
く
は

し
ゃ
い
で
い
て
、元
気
が
あ
り
す
ぎ
る
ん
で

す
け
ど
、一
緒
に
お
ま
ま
ご
と
を
し
て
い
る

と
、私
の
小
さ
い
頃
を
思
い
出
し
ま
す
。仕
事

は
大
変
だ
け
ど
、と
て
も
楽
し
い
で
す
」と
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、松
田
美
咲
さ
ん
は「
私
は
こ
ど
も
が

大
好
き
だ
か
ら
、こ
の
仕
事
を
選
び
ま
し
た
。

今
日
一
日
、一
緒
に
い
た
ら
や
っ
ぱ
り
子
ど

も
は
か
わ
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
」と
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

は
と
組
担
任
の
深
澤
先
生
に
２
人
の
感
想

を
聞
く
と「
彼
女
た
ち
は
と
て
も
明
る
く
て

子
ど
も
た
ち
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。幼
稚
園

の
先
生
に
む
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
」と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
も
、い
つ
も
と
違

う
人
た
ち
と
遊
べ
て
楽
し
そ
う
で
し
た
。

（
烏
山
中
２
年　

阿
久
津　

卓
哉
）

だ・る・ま・さ・ん・が・ころんだ！！

一生懸命写真を撮る島田さん。

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
帰
り
の
歌
を
歌
う
中
学
生
。

真
剣
に
メ
モ
を
と
る
阿
久
津
さ
ん
。

ゆ
ず
み

子
ど
も

　

４
人
は
広
報
担
当
の
一
員
と
し
て
取
材
に
歩

き
、原
稿
を
書
く
な
ど
の
作
業
に
熱
心
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
取
材
し
書
き
上
げ
た

記
事
と
撮
影
し
た
写
真
、取
材
風
景
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
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９
月
１
日
、栃
木
県
と
県
内
市
町
の

職
員
を
対
象
に「
エ
コ
通
勤
デ
ー
の
統

一
行
動
」が
行
わ
れ
、那
須
烏
山
市
の
職

員
も
エ
コ
通
勤
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、栃
木
県
の
職
員
が
マ
イ

カ
ー
の
利
用
を
控
え
て
、Ｃ
Ｏ
２
の
排

出
を
削
減
す
る
取
り
組
み
に
効
果
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、今
年
度
か
ら
は
県

内
市
町
で
も
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
、市
の
職
員
は
マ
イ
カ
ー
通

勤
を
控
え
、Ｊ
Ｒ
烏
山
線
や
市
営
バ
ス

等
の
公
共
交
通
、徒
歩
、自
転
車
等
を
利

用
し
通
勤
し
ま
し
た
。

　

市
の
駒
場
不
二
夫
総
務
課
長
は「
職

員
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
。

こ
れ
か
ら
も
、温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

21
日
の
午
前
９
時
か
ら
、旭
交
差

点
で
特
別
街
頭
周
知
活
動
が
行
わ

れ
、大
谷
市
長
や
、那
須
烏
山
警
察

署
の
鈴
木
署
長
を
は
じ
め
、交
通
安

全
協
会
役
員
や
安
全
運
転
管
理
者

協
議
会
員
、交
通
安
全
母
の
会
の
メ

ン
バ
ー
た
ち
な
ど
約
50
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、信
号
待
ち
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に「
事
故
な
し
」を
祈
願
し
た

市
特
産
の
梨（
Ｊ
Ａ
那
須
南
梨
部
会
寄
贈
）

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
り
、安

全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、20
日
の
午
後
６
時
か
ら
は
、

烏
山
自
動
車
学
校
に
お
い
て
、高
齢

者
を
対
象
に「
交
通
事
故
防
止
用
反

射
材
の
照
射
実
験
」が
行
わ
れ
、実
際

に
反
射
材
に
ラ
イ
ト
を
照
射
し
て
夕

暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
反
射

材
の
効
果
を
確
か
め
ま
し
た
。

　

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の
10
日
間
、「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」を
運

動
の
基
本
に
、秋
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
が
県
内
一
斉
に
行
わ

れ
、市
内
で
も
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、交
通
事
故
防
止

を
目
指
し
た
運
動
の
様
子
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

〜
マ
イ
バ
ッ
ク
使
用
の
マ
ナ
ー
〜

・
買
い
物
の
最
中
は
折
り
た
た
ん
で
お

　

き
ま
し
ょ
う
。

・
購
入
商
品
は
お
店
に
備
え
付
け
の
買

　

い
物
か
ご
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

・
レ
ジ
を
通
っ
て
か
ら
マ
イ
バ
ッ
ク
を

　

使
い
ま
し
ょ
う
。

・
お
店
の
買
い
物
か
ご
は
決
め
ら
れ
た

　

場
所
に
戻
し
ま
し
ょ
う
。

　

栃
木
県
は
、平
成
22
年
２

月
１
日
か
ら
レ
ジ
袋
を
削
減

し
ご
み
の
減
量
化
、地
球
温

暖
化
防
止
に
役
立
て
よ
う
と

事
業
者
、消
費
団
体
、市
町
、

栃
木
県
の
４
者
に
よ
り「
栃

木
県
に
お
け
る
レ
ジ
袋
削
減

に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し

ま
し
た
。

　

お
買
い
物
の
際
は「
マ
イ

バ
ッ
ク
」を
使
用
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

エコへの取り組みエコへの取り組み
エコ通勤・マエコ通勤・マイバックバック
エコへの取り組み
エコ通勤・マイバック

市
の
職
員
が
エ
コ
通
勤

市
の
職
員
が
エ
コ
通
勤

市
の
職
員
が
エ
コ
通
勤

で
環
境
に
や
さ
し
い
買
い
物
を

閑散とした烏山庁舎の職員駐車場。

上から「事故なし」を祈願し梨を配布する参加者
たち／反射材の効果を確認する参加者。

ご
み
の
減
量
化

ご
み
の
減
量
化

ご
み
の
減
量
化

〜
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
〜
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９
月
20
日
の「
敬
老
の
日
」と

そ
の
日
の
前
後
に
、お
年
寄
り
の

長
寿
と
健
康
を
祝
う
敬
老
会
が

自
治
会
単
独
や
自
治
会
合
同
に

よ
り
59
の
会
場
で
開
催
さ
れ
、そ

れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し

に
、会
場
に
は
お
年
寄
り
の
笑
顔

が
広
が
り
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
現
在
、市
内
の
65
歳

以
上
の
人
口
は
、昨
年
よ
り
49
人

減
っ
て
８
千
260
人
。高
齢
化
率

　

小
原
沢
の
小
森
イ
チ
ノ
さ
ん
が
、９

月
３
日
に
満
100
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

　

小
森
さ
ん
は
、自
宅
で
足
を
骨
折
し

現
在
、那
須
南
病
院
で
療
養
中
で
す
が
、

食
事
は
１
日
３
食
し
っ
か
り
食
べ
る

そ
う
で
と
て
も
元
気
な
様
子
。

　

４
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
た
小
森

さ
ん
は
、長
男
夫
婦
と
一
緒
に
暮
ら
し

て
い
ま
す
。

　

誕
生
日
の
当
日
に
は
、大
谷
範
雄
市
長

が
同
病
院
を
訪
問
。大
勢
の
親
族
が
見
守

る
中
、市
長
か
ら
お
祝
い
の
花
束
や
祝
詞

な
ど
が
贈
ら
れ
る
と
、親
族
か
ら
暖
か
い

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
長
寿
の
秘
訣
は
何
で
す

か
と
尋
ね
ら
れ
る
と「
腹
八
分
目
に
食

べ
る
こ
と
で
す
」と
は
っ
き
り
と
し
た

声
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

は
、約
27.4
％
と
な
り
ま
し
た
。こ

の
う
ち
、敬
老
会
に
招
待
さ
れ
た

75
歳
以
上
の
人
は
４
千
908
人
で

し
た
。最
高
齢
は
、敬
愛
荘
の
平

野
イ
ト
さ
ん
で
105
歳
で
す
。

　

ま
た
市
内
に
は
、今
年
度
中
に

99
歳
以
上
と
な
る
方
が
26
人
。敬

老
の
日
を
前
に
大
谷
範
雄
市
長

が
各
戸
を
訪
問
し
、長
寿
を
祝
福

し
ま
し
た
。

花束と祝詞を抱え微笑む小森さん
（大谷市長と記念撮影）。

小倉・宇井・芦生沢・鴻野山・小白井・西野小倉・宇井・芦生沢・鴻野山・小白井・西野

谷浅見下谷浅見下

向田向田

下川井下下川井下

大沢大沢

金井金井

小倉・宇井・芦生沢・鴻野山・小白井・西野

谷浅見下

向田

下川井下

大沢

金井

小森イチノさん 満100歳
（小原沢）

法的トラブルで困ったときには

へ
法テラスコールセンター

 ０５７０－０７８３７４

法テラス栃木（日本司法支援センター栃木地方事務所）
住所
 050-3383-5395

お な や み な し
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福
祉
功
労
で
栃
木
県
知
事
表
彰

福
祉
功
労
で
栃
木
県
知
事
表
彰

福
祉
功
労
で
栃
木
県
知
事
表
彰

　

９
月
２
日
、宇
都
宮
市
文
化
会

館
で
開
か
れ
た
第
16
回
栃
木
県
民

福
祉
の
つ
ど
い（
栃
木
県
ほ
か
主
催
）で
、

市
内
の
３
人
の
方
と
団
体
２
組
が

栃
木
県
知
事
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

　

県
知
事
表
彰
の
受
賞
者
は
、次

の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

女
性
消
防
隊

全
国
大
会
に
向
け
て
操
法
訓
練！

パ
ス
ポ
ー
ト
の

申
請
・
交
付
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

　

９
月
３
日
と
19
日
、今
年
度
か
ら

発
足
し
た
那
須
烏
山
市
消
防
団

（
興
野
一
美
団
長
）女
性
消
防
隊
15
名

が
、来
年
10
月
に
横
浜
市
で
開
か
れ

る「
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
」出

場
に
向
け
て
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

烏
山
消
防
署
員
の
指
導
の
も

と
、基
礎
体
力
づ
く
り
や
礼
式
、

ホ
ー
ス
の
展
開
な
ど
の
基
礎
的
な

訓
練
を
行
い
、隊
員
た
ち
は
真
剣
な

表
情
で
署
員
の
説
明
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、月
に
２
回
程
度
の
訓
練
を

続
け
、軽
可
搬
ポ
ン
プ
の
操
作
や
標

的
へ
の
放
水
な
ど
、よ
り
実
践
的
な

訓
練
を
し
全
国
大
会
に
挑
み
ま

す
。

■
栃
木
県
知
事
表
彰

・
共
同
募
金
運
動
協
力
者

　

藤
田　

武
、星　
　

厚

・
社
会
福
祉
施
設
従
事
者　

　

黒
﨑
紀
子（
に
こ
に
こ
保
育
園
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

栃
木
県
中
華
料
理
環
境
衛
生
同

　

業
組
合
烏
山
支
部

　

烏
山
地
区
民
俗
文
化
奉
仕
協
会ホースの取扱の説明を聴く隊員たち。 礼式訓練を受ける隊員たち。

　

新
米
が
出
回
る
季
節
に
な
り
ま
し

た
。新
米
の
つ
や
と
香
り
は
、た
ま
ら

な
く
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
ね
。

　

今
回
は
、新
米
を
美
味
し
く
食
べ

る
コ
ツ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
精
米
後
２
日
〜
７
日
以
内
が
お
す

　

す
め
。

②
お
米
は「
と
ぐ
」で
は
な
く
、や
さ

　

し
く「
す
す
ぐ
」イ
メ
ー
ジ
で
。

③
浸
水
時
間
は
普
段
よ
り
長
め
、水

　

加
減
は
や
や
少
な
め
に
。

④
保
存
は
冷
蔵
庫
の
野
菜
室
に
。

　

今
、「
ご
は
ん
食
」が
見
直
さ
れ
て

い
ま
す
。

①
肥
満
予
防

　

消
化
・
吸
収
が
ゆ
っ
く
り
で
腹
持

　

ち
が
良
い
。

②
バ
ラ
ン
ス
よ
い
食
事

　

魚
や
肉
・
野
菜
等
ど
ん
な
お
か
ず

　

と
も
相
が
良
い

③
お
手
軽
な
価
格

　

10
月
１
日
よ
り
旅
券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）

の
申
請（
交
付
）窓
口
が
県
か
ら
各
市

町
へ
変
わ
り
ま
す
。

　

本
市
で
申
請（
交
付
）を
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
以
下
の
方
で
す
。

○
本
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方

○
栃
木
県
外
に
住
民
登
録
し
て
い
る

　

が
、本
市
に
居
住
し
て
い
る
方

※

栃
木
県
内
の
他
市
町
に
住
民
登
録

　

し
て
い
る
方
は
、た
と
え
那
須
烏

　

山
市
に
居
住
し
て
い
て
も
申
請
で

　

き
ま
せ
ん
。住
民
登
録
し
て
い
る

　

市
町
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
窓
口

　

申
請
場
所
は
市
民
課
市
民
係（
南
那

須
庁
舎
）及
び
住
民
戸
籍
係（
烏
山
庁
舎
）

と
な
り
ま
す
。

・
本
人
申
請
の
ほ
か
代
理
申
請
も
可

　

能
で
す
。（
た
だ
し
、受
取
り
は
本
人
の
み
と

　
 

な
り
ま
す
）。

・
パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
取
窓
口
は
申
請

　

窓
口
と
同
じ
で
す
。

茶
椀
１
杯（
150
ｇ
）で
わ
ず
か
26
円

※

Ｈ
22
・
７
総
務
省
小
売
物
価
統
計
調
査

宇
都
宮
市
に
お
け
る
価
格
コ
シ
ヒ
カ
リ

　

10
月
は
栃
木
県
食
育
推
進
月
間
で

す
。３
食
ご
は
ん
で
元
気
な
体
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。た
だ
し
食
べ
過
ぎ

に
は
ご
注
意
を
。年
齢
や
活
動
量
で

も
違
い
ま
す
が
１
食
150
ｇ
が
目
安
で

す
。

第3回第3回第3回

食
育
プ
チ
情
報

「
新
米
の
お
い
し
い
季
節
で
す
」旅券の種類と手数料一覧

※ただし、20歳未満者は、5年旅券のみ申請可
　市民課市民係　☎0287－88－7111

旅券の種類 収入印紙

14,000円

9,000円

4,000円

16,000円

11,000円

6,000円

2,000円

2,000円

2,000円

計栃木県
収入証紙

10年間有効旅券

5年間有効旅券
（申請者が12歳以上の場合）

5年間有効旅券
（申請者が12歳未満の場合）
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国民健康保険証裏面に臓器提供意思表示欄を設けました
　臓器の移植に関する法律の一部を改正する法律施行に伴い、平成22年５月に国民健康保険法施行規則の一
部が改正され、国民健康保険被保険者証の裏面に「臓器提供に関する意思表示欄」を設けることとなりました。
　これにより、市でも10月１日更新分から保険証の裏面を変更し、臓器提供に関する意思を表示することができるよ
うにしました。

１　意思の選択　
　自分の意思に合う番号１・２・３のうちいずれかひとつを○で囲んでください。　　　　
・脳死後及び心臓が停止した死後のいずれでも提供してもよい方は、１を○で囲んでください。
・心臓が停止した死後に限り、臓器を提供してもよい方は、２を○で囲んでください。
　 （この場合、法律に基づく脳死判定を受けることはありません。）

・臓器を提供したくない方は、３を○で囲んでください。　　　
２　提供したくない臓器の選択
・１または２に○をつけた方で、提供したくない臓器がある場合は、その臓器に×をつけてください。
３　署名など　　　　
・本人の署名及び署名年月日を自筆で記入してください。　　　
・臓器提供意思表示欄の記入の有無にかかわらず、意思表示欄の上に同封の個人情報保護
　シールを貼ってご使用ください。　　　　
・シールは一度はがすと再び貼ることはできませんので、ご注意ください。
●お問合せ　市民課国保医療係　TEL 0 2 8 7－8 8－7 1 1 1　

（前月20日までの入札結果、単位は千円、250万円以上）

烏山中学校校舎改修工事 南1丁目
2810番地

那須・荒川・荒井
特定ＪＶ 775,950 7/15～23/12/20

烏山中学校校舎改修工事（電気設備） 南1丁目
2810番地

興明・蓮見　
特定ＪＶ 160,104 7/15～23/12/20

烏山中学校校舎改修工事（電気設備） 南1丁目
2810番地

三興・田島　
特定ＪＶ 143,850 7/15～23/12/20

大桶小志鳥境線道路整備工事その１ 大桶 矢澤建設㈱ 22,155 8/30～12/2

大桶小志鳥境線道路整備工事その２ 大桶 森島建設㈲ 21,262 9/3～12/6

滝田本郷地内配水管布設工事 滝田 ㈲仙波水道工業 4,830 9/1～11/29

滝田地内配水管布設工事 滝田 矢澤建設㈱ 8,263 9/1～12/9

野上神長線道路整備工事その２ 野上 ㈱平野建設 45,360 9/7～3/10

月次南大和久線用地調査等業務委託（道路整備費）その５１ 月次 東亜サーベイ㈱ 2,520 8/23～9/21

入札等に関するお問い合わせは、総務課管財係☎0287-83-1111まで。

記入
方法

新しい保険証の見本（実物大） 個人情報保護シールの見本（実物大）

で囲んだ範囲にシールを貼って
お使いください。

注意
事項

平成22年10月より
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◇「広報那須烏山」では、みなさん
からの楽しい話題を募集していま
す。地域の行事や変わった出来事
などをお知らせください。もちろん、
可能な限り取材にうかがいます。

総合政策課広報統計係
☎0287-83-1112

がんばれ！（9月11日、烏山中体育祭）がんばれ！（9月11日、烏山中体育祭）がんばれ！（9月11日、烏山中体育祭）

親
睦
を
深
め
て

〜
生
き
が
い
の
郷
か
ら
す
や
ま
〜

　

７
月
19
日
、東
京
都
中
央
区
日
本

橋
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
お
い
て
、ふ
る
さ
と

烏
山
会（
小
清
水
日
出
夫
会
長
）の
総
会
と

交
流
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
、東
京
在
住
の
旧
烏
山
町

出
身
者
を
中
心
に
、同
郷
者
の
親
睦

を
深
め
な
が
ら
ふ
る
さ
と
の
発
展
に
つ

な
げ
よ
う
と
昭
和
63
年
に
発
足
。現

在
は
、東
京
以
外
に
お
住
ま
い
の
方
や

旧
烏
山
町
出
身
者
以
外
の
方
に
も
会

員
の
幅
を
広
げ
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
の
交
流
会
で
は
、ふ
る
さ
と
の

思
い
で
話
や
今
の
那
須
烏
山
市
の
話

題
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。ま

た
、元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
報
道
記
者
で
少
年
時
代

を
烏
山
で
過
ご
し
た
こ
と
の
あ
る
フ

　

８
月
30
日
、市
内
で
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
グ
ル
ー
プ「
生
き
が
い
の
郷

か
ら
す
や
ま
」（
長
岡
ヒ
ロ
エ
代
表
）の
メ
ン

バ
ー
９
人
が
市
役
所
を
訪
ね
、手
作
り

の
押
絵「
子
供
七
福
神
宝
船
」を
市
に
寄

贈
し
ま
し
た
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
、以
前
か
ら
押
絵
等

を
市
に
寄
贈
し
て
い
て
、今
回
、初
め
て

布
を
材
料
と
し
た
押
絵
を
作
製
し
ま
し

た
。使
用
し
た
布
は
、家
族
や
自
分
の
着

物
等
を
仕
立
て
た
際
に
残
っ
た
布
を

使
用
。２
ヶ
月
前
か
ら
作
成
に
取
り

組
み
高
さ
約
80
㎝
、幅
約
110
㎝
の
大

作
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

長
岡
代
表
は「
布
は
柄
が
決
ま
っ

て
い
る
の
で
、ど
の
場
所
に
使
用
す

る
か
悩
み
ま
し
た
。喜
ん
で
く
れ
る

人
が
い
る
の
で
作
る
張
り
合
い
が
あ

り
ま
す
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

残
暑
厳
し
い
９
月
５
日
、大
桶
運

動
公
園
で
、今
年
で
47
回
目
と
な
る

「
七
合
地
区
親
善
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

大
会
」が
、七
合
地
区
子
ど
も
育
成

協
議
会
と
青
少
年
を
育
て
る
会
七

合
地
区
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

高
橋
清
次
大
会
会
長
さ
ん
は「
今

年
の
夏
は
、例
年
以
上
に
暑
い
日
が

続
い
て
い
ま
す
。熱
中
症
に
な
ら
な
い

よ
う
に
体
調
管
理
は
十
分
に
し
て
、

楽
し
く
親
睦
が
図
れ
る
大
会
に
し
ま

し
ょ
う
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、七
合
地
区
の
住
民
が
自

治
会
単
位
の
14
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、徒

競
走
や
長
な
わ
と
び
、タ
イ
ヤ
送
り
、

紅
白
玉
入
れ
、大
玉
こ
ろ
が
し
等
９

種
目
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ど
の

種
目
も
気
軽
に
楽
し
め
る
も
の
と

あ
って
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

の
中
で
、親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

競
技
の
途
中
に
は
抽
選
会
も
行
わ

れ
、番
号
が
呼
ば
れ
る
た
び
に「
当
た
っ

た
！
」と
い
う
喜
び
の
声
が
会
場
に
響

い
て
い
ま
し
た
。

秋山久氏（左から２番目）を囲んで記念撮影。

寄贈した押絵と市長を囲むメンバー。

レクリェーション大会の様子。

七
合
地
区
親
善
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会

七
合
地
区
親
善
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会

七
合
地
区
親
善
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会

リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
秋
山
久
氏
の

講
演
会
も
開
催
さ
れ
、参
加
者
は
興

味
深
く
聴
い
て
い
ま
し
た
。
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８
月
29
日
、市
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
下
境
さ
さ

ら
獅
子
舞
が
稲
積
神
社
で
行
わ
れ
、

多
く
の
見
物
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

獅
子
舞
は
、250
年
の
歴
史
が
あ
る

風
土
安
穏
、五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る

伝
統
行
事
。こ
の
日
、小
学
５
年
生
の

３
人
が
新
舞
子
と
し
て
伝
統
の
獅
子

舞
を
奉
納
し
ま
し
た
。雄
獅
子
、子

獅
子
と
雌
獅
子
が
優
雅
な
笛
の
音

　

８
月
29
日
、里
山
の
自
然
に
親
し
み
、環
境
の
豊
か

さ
を
体
験
し
よ
う
と
活
動
を
続
け
て
い
る
志
鳥
倶
楽

部（
滝
口
清
栄
会
長
）で
、平
成
22
年
度
第
２
回「
田
ん
ぼ

の
学
校
」が
志
鳥
窯
下
の
森
の
広
場
で
開
か
れ
、市
内

外
か
ら
約
50
人
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
、子
供
た
ち
は
、水
生
昆
虫
研
究
者
の
渋
谷
隆

之
さ
ん
と
一
緒
に
、近
辺
の
古
代
米
ビ
オ
ト
ー
プ
や
用

水
堀
へ
と
出
か
け
て
、小
魚
や
水
生
昆
虫
の
採
集
を
し

ま
し
た
。今
ま
で
素
足
で
小
川
等
に
入
っ
た
こ
と
の
な

か
っ
た
子
も
、泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
昆

虫
等
を
追
っ
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

お
昼
は
、参
加
者
全
員
で
流
し
そ
う
め
ん
に
挑
戦
。

お
箸
の
間
を
ス
ルッ
と
通
り
抜
け
て
行
く
そ
う
め
ん
に

苦
戦
し
な
が
ら
も
、満
足
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し

た
。

　

食
後
は
森
の
中
に
設
け
ら
れ
た
ハン
モ
ッ
ク
や
ブ
ラ
ン

コ
、樹
上
テ
ン
ト
等
で
思
い
思
い
に
遊
び
、自
然
の
気
持

ち
よ
さ
を
体
全
体
で
満
喫
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。泥だらけで水生昆虫をとる子ども（上）

／流しそうめんを楽しむ参加者（下）。

田んぼの学校「志鳥倶楽部」

伝統芸能
を
継 承

に
合
わ
せ
て
素
朴
な
舞
を
披
露
。ま

た
、舞
の
前
に
は
、境
内
の
厄
払
い
に
、

勇
壮
な「
棒
使
い
」が
妙
技
を
演
じ
ま

し
た
。

　

ま
た
、地
元
の
女
性
た
ち
に
よ
る

踊
り
も
披
露
。最
後
に
古
舞
子
に
よ

る
さ
さ
ら
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
、境

内
を
訪
れ
た
200
人
あ
ま
り
の
観
衆
か

ら
は
、大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
三
箇
塙
の
天
祭
が
８

月
29
日
、松
原
寺
の
境
内
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

鳥
海
上
人
が
江
戸
時
代
の
享
保

年
間
に
伝
え
た
と
さ
れ
る
塙
の
天
祭

は
、災
害
除
け
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す

る
行
事
。今
で
は
珍
し
い
神
仏
混
合

の
祭
で
す
。今
年
は
、地
域
の
人
が
集

ま
り
や
す
い
よ
う
に
と
１
日
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
当
日
、小
学
３

年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
26
人
の
子

ど
も
た
ち
が
法
被
を
ま
と
い
、20
日

間
に
わ
た
っ
て
練
習
を
重
ね
て
き
た

太
鼓
と
舞
を
披
露
。綾
竹
や
扇
子
を

使
っ
て
踊
る
姿
に
、集
ま
っ
た
地
域
住

民
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
年
か
ら
実
行
委
員
会
が
運
営

す
る
こ
と
と
な
り
、委
員
長
と
な
っ
た

塩
野
栄
司
さ
ん
は「
子
ど
も
た
ち
の

頑
張
り
が
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。地
域
の
伝
統
が
継
承

し
て
い
く
こ
と
を
、こ
れ
か
ら
も
期
待

し
て
い
ま
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

境内で繰り広げられた下境の獅子舞。境内で繰り広げられた下境の獅子舞。境内で繰り広げられた下境の獅子舞。 天棚で天祭踊りを披露する子どもたち。天棚で天祭踊りを披露する子どもたち。天棚で天祭踊りを披露する子どもたち。

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　

下
境
さ
さ
ら
獅
子
舞

国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財

　

三
箇
塙
の
天
祭

ち
ょ
う
か
い
し
ょ
う
に
ん

は
っ
ぴ
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●
第
６
回
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
９

月
６
日
〜
９
日
、緑
地
運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
こ
ぶ
し
台
▽
準
優
勝
：
志
鳥
ス

ワ
ン
ズ
▽
第
３
位
：
藤
田
、八
ヶ
代

▽
最
優
秀
選
手
：
高
瀬
昇（
こ
ぶ
し
台
）

▽
優
秀
選
手
：
橘
一
二
三（
志
鳥
ス
ワ
ン
ズ
）

●
第
５
回
那
須
烏
山
市
民
射
撃
大
会（
８

月
15
日
、宇
都
宮
射
撃
場
）

【
ト
ラ
ッ
プ
】▽
優
勝
：
阿
久
津
進（
南
）

▽
準
優
勝
：
大
輪
敏
男（
下
境
）▽
第
３

位
：
高
橋
孝
年（
初
音
）

【
ス
キ
ー
ト
】▽
優
勝
：
荒
井
健（
城
東
）

▽
準
優
勝
：
小
原
澤
文
雄（
大
桶
）▽
第

３
位
：
野
川
良
夫（
大
桶
）

●
第
２
回
自
治
会
対
抗
親
善
野
球
大
会

（
８
月
８
日
・
22
日
、大
桶
運
動
公
園
他
）

▽
優
勝
：
藤
田
▽
準
優
勝
：
下
境
・
小
原

沢
▽
第
３
位
：
志
鳥
、中
央
北

●
第
27
回
青
少
年
空
手
道
結
城
大
会（
８

月
21
日
、結
城
市
か
な
く
ぼ
総
合
体
育
館
）

【
小
学
３･

４
年
男
子
組
手
】▽
第
３
位
：

片
岡
利
光

【
小
学
５･
６
年
女
子
組
手
】▽
第
３
位
：

羽
藤
千
春

【
中
学
女
子
形
】▽
第
３
位
：
川
面
朝
美
・

早
乙
女
恵
梨

【
中
学
団
体
組
手
】▽
準
優
勝
：
南
那
須

（
柴
山
賢
治
・
寺
澤
寿
仁
亜
・
竹
田
梓
）

●
平
成
22
年
度
南
那
須
地
区
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
交
流
大
会（
９
月
７
日
〜
８
日
、荒

川
中
体
育
館
）

▽
優
勝
：
川
井
▽
準
優
勝
：
四
ツ
葉

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

り　

お
は
な

り
ゅ
う
じ

じ
ょ
う
た
ろ
う

こ
た
ろ
う

り
ゅ
う
い

た
く
と

あ　

す　

か

 調査票の回収が始まっています。郵送での提出を希望
していて未提出の方は、お急ぎの投函をお願いします。

こ
こ
で
は
、
保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た

情
報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
名 （ 

保 

護 

者 

）  

住 　

所

野
上　

璃
桜（
大
輔
・　
　

） 

大 

木 

須

滝
田
明
日
香（
伸
介
・
貴
子
） 

神　
　

長

藤
本　

龍
二（
周
三
・
典
子
） 

大　
　

金

髙
野
ひ
か
る（
浩
也
・
裕
香
） 

谷 

浅 

見

川
野
虎
太
郎（
総
一
・紫
維
菜
） 

大　
　

里

グ
ラ
イ
ム
ス
花
那（
プ
エ
オ
グ
ラ
イ
ム
ス
・
依
子

） 
志　
　

鳥

青
柳
丞
太
朗（
智
久
・沙
耶
香
） 
田 
野 

倉

星　
　

琉
碧（
貴
浩
・
麻
里
） 
野　
　

上

新
井　

琢
仁（
直
人
・
麗
子
） 

神　
　

長

■
ふ
る
さ
と
納
税（
応
援
寄
付
金
）と
し

て
小
鍋
泰
弘
様（
千
葉
県
千
葉
市
）か
ら
那

須
烏
山
市
に
５
万
円
が
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。ふ
る
さ
と
応
援
基
金
へ
積
立
し
、地

域
福
祉
と
教
育
環
境
の
充
実
の
た
め
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
市
民
か
ら
那
須
烏
山
市
に
12
万
円
が

寄
付
さ
れ
ま
し
た（
本
人
の
希
望
に
よ
り

匿
名
）。那
須
烏
山
市
奨
学
基
金
へ
積
立

し
、就
学
困
難
な
方
々
へ
の
奨
学
支
援

と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
訂
正
と
お
詫
び

　

広
報「
那
須
烏
山
」８
月
号
20
ペ
ー
ジ

の「
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
」欄
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。正
し
く
は『
第
31
回
南
那
須

地
区
少
年
剣
道
大
会【
小
学
４
年
生
以

上
女
子
】第
３
位
：
大
鐘
咲
希
』で
す
。お

詫
び
し
、訂
正
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

市
で
は
、広
報
紙
の
有
効
活
用
と
安

定
的
な
収
入
源
の
確
保
を
目
的
に
、「
広

報
那
須
烏
山
」紙
面
へ
の
広
告
掲
載
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
掲
載
基
準

位　

置
：
各
ペ
ー
ジ
の
下
一
段（
表
紙
除
く
）

サ
イ
ズ
：
縦
4.7
㎝×

横
8.4
㎝

料　

金
：
単
色　
　

１
回
５
千
円

　
　
　

 

カ
ラ
ー　

１
回
１
万
円

※

カ
ラ
ー
は
裏
表
紙
に
限
り
ま
す

申
込
：
掲
載
希
望
号
の
発
行
日
の
30
日

前
ま
で（
詳
し
く
は
総
合
政
策
課
広
報
統
計
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

☎
０
２
８
７―

83―

１
１
１
２

広
告
掲
載
を
募
集

広報那須烏山への広告は随時受け付けています

TOKYO Jazz LIVE を身近に！
JOYTALK 「石の蔵ビュースタジオ」
11月６日（土）　ジョイトークカルテット
　　７日（日）　中西真一テナーカルテット
　　25日（日）　川嶋哲郎テナーカルテット

詳細は www.ishigura.com
お問い合わせは TEL0287－83－7088
国道293号　志鳥簡易郵便局近く
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市の人口

※平成17年国勢調査を基にした毎月人口
　調査の統計人口です。

作品募集

文文

芸

　

◆　

一　

般　

図　

書　

◆

◇『
壱
里
島
奇
譚
』 
梶
尾 

真
治

◇『
逸
脱
』 

堂
場 
瞬
一

◇『
禁
猟
区
』 

乃
南 

ア
サ

◇『
熱
愛
』 

香
納 

諒
一

◇『
新
微
組
』 

佐
藤 

賢
一

◇『
に
わ
か
雨
』 

鈴
木 

英
治

◇『
着
れ
ば
わ
か
る
！
』 

酒
井 

順
子

◇『
安
心
し
た
が
る
人
々
』 

曽
野 

綾
子

◇『
ほ
ら
吹
き
茂
平
』 

宇
江
佐 

真
理

◇『
新
・
青
年
社
長 

上
・
下
』 

高
杉 

良

◇『
お
し
ん
の
遺
言
』 

橋
田 

壽
賀
子

◇『
刑
事
た
ち
の
聖
戦
』 

久
間 

十
義

◇『
お
い
し
い
き
の
こ
毒
き
の
こ
』 

大
作 

晃
一

◇『
本
朝
金
瓶
梅 

西
国
漫
遊
篇
』 

林 

真
理
子

◇『
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
か
ぎ
針
あ
み 

や
さ
し
く
あ
め
る
』

　

◆　

児　

童　

図　

書　

◆

◇『
と
も
だ
ち
』 

木
坂 

涼

◇『
赤
ト
ン
ボ
』 

今
森 

光
彦

◇『
獣
の
奏
者 

外
伝
』 

上
橋 

菜
穂
子

◇『
に
ょ
き
に
ょ
き
の
き
』 

高
畠 

純

◇『
10
ぴ
き
の
か
え
る
の
あ
き
ま
つ
り
』 

仲
川 

道
子

◇『
ど
ん
ぐ
り
む
ら
の
ぼ
う
し
や
さ
ん
』 

な
か
や 

み
わ

◇『
い
ち
ば
ん
あ
い
さ
れ
て
る
の
は
ぼ
く
』 

宮
西 

達
也

◇『
お
に
い
ち
ゃ
ん
は
ア
ニ
マ
ン
』 

あ
き
や
ま 

た
だ
し

◇『
ね
こ
の
手
か
し
ま
す 

手
じ
な
し
の
ま
き
』 

内
田 

麟
太
郎

◇『
お
つ
き
さ
ま
と
ち
い
さ
な
く
ま
』ア
ン
ド
レ
・
ダ
ー
ハ
ン

◇『
か
あ
さ
ん
あ
ひ
る
の
た
び
』エ
リ
ッ
ク
・
バ
ト
ゥ
ー

◇『
世
界
の
ａ
ｒ
ｔ
図
鑑
』レ
ベ
ッ
カ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ

川　

柳　
　
　
　
　
　

篠
﨑　

酔
月　

選

短　

歌　
　
　
　
　
　

小
勝　
　

明　

選

俳　

句　
　
　
　
　
　

齋
藤　
　

穂　

選

男　14,461　女　15,003
出生 　12　　死亡　31
転入    63　　転出　59

8月1日現在
（ ）対前月比

○「パパのお弁当のおかずは何
だった？私のはね、卵焼きとお
豆と…」と話す幼稚園児の次女。
パパのはね「卵焼きとお豆と…」
「あっ、私と一緒だ。お弁当おい
しかったよね」と次女。お弁当っ
ていいなと今更ながら感じまし
た。愛情いっぱいですね。（O）
○空の風を読み狩りにむかう小
1の息子。獲物の正体は『オニヤ
ンマ』大物狙いの驚異のハンター
である。ある日、念願の『オニヤ
ンマ』をゲット…かごに入れた
瞬間、指を噛まれて号泣…それ
以来「普通のトンボ」を狙う小物
専門のハンターです。（G）
○日がすっかり短くなりました。
「烏が鳴くから帰ろ」なんてコト
ワザではありませんが、この季
節にはピッタリです。さて、国
勢調査も間もなく一段落します。
調査票のご記入ありがとうござ
いました。また、調査員の皆様、
大変お疲れ様でした。(K）

編集後記
苦
労
し
た
老
母
の
言
葉
は
有
難
い

　
　

川
俣
登
志
子（　

旭　

）

字
が
書
け
ず
眼
鏡
忘
れ
た
せ
い
に
す
る

　
　

石
川　

義
郎（
興　

野
）

夫
が
逝
き
今
日
も
あ
し
た
も
日
曜
日

　
　

杉
山
幸
栄
子（
八
ヶ
代
）

野
菜
ス
ー
プ
眼
鏡
く
も
ら
す
朝
の
膳

　
　

塩
谷
ヨ
ツ
イ（
田
野
倉
）

あ
い
さ
つ
を
交
し
た
く
な
る
案
山
子
か
な

　
　

水
井　

陽
子（　

南　

）

虫
干
や
母
の
紬
に
ま
た
触
る
る

　
　

久
郷　

幸
子（
大　

金
）

姉
弟
の
す
ぐ
仲
直
り
水
中
花

　
　

束
原　

節
子（
城　

東
）

打
水
や
客
を
迎
へ
る
躪
り
口

　
　

髙
徳　

美
井（
大　

金
）

柿
熟
る
る
故
郷
の
風
や
は
ら
か
く
遠
ひ
ぐ
ら

し
の
声
運
び
く
る

　
　

平
野　

重
男（
大　

金
）

義
父
の
名
の
い
ま
も
残
れ
る
表
札
を
丁
寧
に

拭
く
朝
の
玄
関
に

　
　

滝
口　

節
子（
志　

鳥
）

暑
さ
し
の
ぐ
午
後
の
う
た
た
ね
ま
ま
な
ら
ず

追
え
ど
払
え
ど
蠅
の
ま
つ
わ
る

　
　

海
野　

ツ
ギ（　

旭　

）

幼
き
に
抱
き
て
湯
浴
み
せ
し
孫
の
嫁
ぐ
と
聞

き
て
胸
あ
つ
く
い
る

　
　

須
藤　

ヤ
ス（
志
鳥
）

南那須図書館 ☎0287-88-2748
烏山図書館 ☎0287-82-3062

毎
月
 
日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
統
計
係
あ
て
、郵

送
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
の
方
法
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

あ
て
先
は
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10

世帯数　10,015

人口 29,464（－15）

う

ち　

ち

あ
り
が
たか　

か　

し

つ
む
ぎ

に
じ

お

は
え

と
つ

い
だ

ゆ
あ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、新
着
一
覧
が
検
索
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.nasukarasuyam

a.lg.jp/10,0,48.htm
l

と
あ
る
所
の
と
あ
る
話

　
「
オ
ム
ツ
を
換
え
る
所
は
あ
り
ま
す

か
？
」と
聞
か
れ
、ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
の
必

要
性
を
感
じ
ま
し
た
。図
書
館
で
は『
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
』を

勧
め
て
い
る
と
い
う
の
に
。

　

赤
ち
ゃ
ん
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
と

し
て
も
、ベ
ッ
ド
は
・・・
と
悩
ん
だ
末
に

職
員
に
呼
び
か
け
、絵
本
コ
ー
ナ
ー
と
廊

下
に
２
台
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

小
さ
な
頃
か
ら
図
書
館
に
来
て
本
に

親
し
ん
で
い
る
と
、そ
の
子
が
親
に
な
っ

て
か
ら
も
、我
が
子
を
連
れ
て
本
を
借
り

に
来
て
く
れ
ま
す
。こ
う
し
て
人
と
人
、

親
と
子
は
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
ね
。

年
月
の
流
れ
を
し
み
じ
み
と
感
じ
る
こ

の
頃
で
す
。



24

編
集　

総
合
政
策
課

那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目
１
番
１
号 

☎
０
２
８
７
ー
83
ー
１
１
１
２

N
o.61

201
20100..1100

集

総
合
政
策
課

那
須
烏
山
市
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